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緒 言 

TRAST LE KAO RIS 國 境 に ART LUC FS PLD 一 支流 に し 
T2586 SOUR 2 Fe ial Se a S Bhp le BE OL, 土門 子 附近 に 於 て 曲折 し て 
南下 し , HELA BEL AAT L Titer, BRAROD PA HIME WOME AAT BI PSILIS 
合流 す 。 共 流域 に は 古座 砂金 を 探 取 する も の 多く , 最近 金 信 の sells t FEC 
BIS LS REBEL, 本 流域 に も 階 所 に 土 民 の 盗掘 する も の 多く , 其 
BIBED SS SDM Lo 筆者 は 先般 約 一 ヶ月 の 療 定 に て 同 地 際 近 を 踏査 
UE 5 砂金 確 床 の 調 査 に 従事 せめ 。 本 報 盗 は 主として 上 選 滴 達 附近 よめ 柳 樹 
WF, S30, ) RSL BS BOA SHARIN S BOE V0 
Kowa Ih AFRO 小 部 落 に し て Na, FASS fs, 領事 分 館 
等 あめ , TER ILAA CREAR NA te Oo (HIER KSC EK MICU 
TT ME— O42 SHG Te AD BUSH ak BRAS INYO TE OB HO bt fis kt E 8, Be 
BU Ee 6 Ik RUE A VE LU 交通 杜 絶する こと 移 な ら ず , NS Cs 
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LRRUO RRR ROMUT Ee OTT RIme Oe (道路 の 修築 
RESO HARIT, 次 第 に 交通 の 便 も 完備 すべ し 。 

箕 者 が 本 調査 の 退行 に 従事 せ し こ と は 一 重 に 刷 津 破 定 教授 並 に 濾 遂 萬 次 
PAROS MOTI, その 御 厚 意 に よる も の に し て , MARI URC 
謝 の 意 を 表す 。 更に 重松 養 二 氏 , 山 日 孝三 氏 は AMA He Ce OM 
カ 並 に 御 助 言 を 賜 は れ り , 雨 氏 に 厚く 謝意 を 表す 。 叉 本 調査 は 同行 の 上 村 一 
郎 氏 , 大 橋 鐵 男 氏 , 高木 武 氏 等 と の 共同 調査 に し て , 本 報 文 記載 に あたり て 
も 三 氏 の 御 指導 に AAA (PROBE MAT, ICR ABE ae 

(BEAM HSE (CBA UC Uk, FRAR ESO fh IC IK, FAS URS Ie SB IAB 
一 郎 氏 , 環 春 特 務 機 開 長 橋本 順 正 氏 , RASA AE PS ER, IES 
AAA TL, 馬 滴 達 憲兵 分 奈 所 村野 普 氏 , GWE AR ERI, BB 
春 支 隊 本 部 山下 良三 氏 其他 闘 係 各 官 衛 職 員 諸 氏 の 御 厚意 に 謀 し 深 碁 の 謝 鮭 
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地 形 及 地 B 

地形 SPARS Ina SCR Aes <7) >) > TLR CREE OBIE BISEE D Sh Ak HS 
HE UL, 始め は 東北 に 流れ し も の が な , shim FL k ORI UC, 更に 二 道 河 子 
土門 子 陰 近 に 於 て 路 領 より 来れ る 支流 と 合 し て 南下 し , 最後 に シビ ュ ッ 人 附 
WEVA LEHR. © ORFF BBY Gok SWE 
1,566 米 に 達する 一 山塊 を 形成 し , HAR OA ED RGILAA CHK ARIZ TD 
山 更 を 中 心 と UCHLI REET , COU PEIt S Dep a LORRY RI 2 BH 
bea I Eb, その 周 送 に 至る に 従 ひ て 和 急 に 傾斜 を 減じ 緩慢 な る 丘陵 地 
IBMT. 今 試 み に 三 道 潮 , 杜 荒子 間 を 南北 に 断面 を 作り 9 て その 地 地 を 
BRST LB-lAOM (2 UC, QU S PRU O BRS HRI 
Sp AR AL SUMAN OC, SIAL, Z OW HNC AS BOWEL 
を 形成 す ( 第 一 則 及 第 二 園 参照 )。 URAC & C Oe LT eA 
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We & UPRIMA ZORA RIK 
Pe Be Z yi ME re Bis 


AAG WMGE ILIAC, EEC EY 6 WIMMERA THe 第 二 園 の 如 
SILT, BUC OME BES SME EONKRMD &LORANSL, 

BBO TEAS ag RE & OO TAL RC PE OP BBLS HAE RUT 
ID bt REA USMRVER SCO UCSD. PISGPREMIE SC » CB 
BH GS TC AO EPRI Oo 地形 の 特徴 と し て は 以上 の 
MNS SUBIC UT Bear ze SPINEL, Med Tels S WR eae 
DOOR Te & , RR AER HR ABO MRE LOE 
選別 せら る 。 
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HOE 此 地 方 を 構成 せる 岩石 を 大 別 す れ ば fs, He Ps, IRE 
Meet, PIE eS EE es ERIE O VBE LO LE OR Gh OTE UCT 
れ ば , CHUB) TER IE BORA DE Ft EAC IES T 
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見 られ , 肉眼 に て は £t UTRER, 白色 長石 族 及 石英 を 識別 せら れ , 本 地 
DRIL DS CSP A Ee BRS AB 7S Oo Abbe UE TE Bad 2 WIR pe SA BRL (= 
豆 め て 分 布 し , 國 道 に 沿 ひ て その St ERE SLA Lt ei. Hanae 
UC ER CRUE SE DEY, PS RAND LODO T, RICE 
HAI UT, MEIC RB ODHO IRM KES EOS HO, 概ね 片 理 を 示せ ど 
SIF REAZRIRS, EY OM eA Sok, She Ke 
PHIM iO Tie PO ee, ICIS OM EEL RBSS 
4b OCHHOBL 6 BE LTH HC BLES 8D 6H O HRM), 
BE SUBSE EO CRM A Be 典 に せる も の , MBE BIT AZLORE 
HOT 以上 の 諸 性 質 を 線 合 す れ ば , BES SLO HRY AMA WCE BBS 
SiDLBrHS, 
AK ES RO PU EEOC, RRO Let し 
て 借 か に その 一 部 を Bd GB GAT LT, ZL MOLE L OBMAIL DAME 


al, 


線 105 研 a th Be 本 7505) 


i ゴ 
Dr 


se = is — ae 


本 76 て 6 ) a A BR My TR OK 綿 106 


TGS o WES Be FE Bet LE Bi i Dees PS 2 ec E し て 現 出 
する の み 。 BA MMRAIO 西部 高地 に 於 て , DEO Fea 
認め られ , fem Tie, KO Re AT S%2 UC ZEOR AA 
よめ は 新 ら 5 らしき 事 は 元 よ り 論 を また ざる る も, 其 叶 代 を RESTS 3M SOM 
係 を も 見 出し 難し 。 一般 に EMR is BBB YF BRE BT 
の み 走 向 路 束 西 を 示 し, PAC IABRE L BDH O し も , 元 よ の め 正 嶋 を 保 し 難く 
概して 下部 片 訪 岩 と は 不 整 合 に 堆積 せる もの ゝ 如 し 。 
Bb & HH 床 

BARRA. COWFIRUSWEORMZES LOLROFICEO TH 
Met 6ULIOK UT, HMA KOBE L, BLS b BIS ew 
けら れつ ゝ あり 。 こ れ ら の 砂金 は その 根源 が MHL HSS 明白 な ら ざ る 
も , 斑 春 河 並 に その 支流 に よめ て 運搬 護 積 せら れ し 事 は 明か な り 。 

この 玖 春 河 は 前 逃 の 如く PH t OWRBOC ZBL, その 支 
流 の 大 部 分 も 叉 源 を 中 央 山塊 の BMWA k ORGS LOK BIA, 砂金 の 本 © 
BLE L LCI OP RUM iE a HW BNL LAURE Bo 更に と の 
AY BEI OD SY Ai, BAKE 4e SLA (=, 前 記 地 形 の 頂 に WS THEN ADH <, HB 
ASTD O SO UR ISHE TE APT OBR Ze fe O LS CD MRT LSE 
に , Bl cOuiie PW KE O, BOM WHE SO BPR GS + fo 
& HO, 埋 春 河 の 諸 支 流 を 逆 れ ば 比較 的 上 流 地 方 迄 砂金 の 分 布 す る あり , BL 
つ 諸 支流 の 河 成 抱 丘 は 本 流 の も の と は 各 狗 立 に 形成 せら れ し も ゃ の と ah 5 
れ , KETO iti iit “AO WY EMAIL BIGINA SO 支流 自ら が 中 央 山塊 よ 
RR Lone os eens 
より め り 二 次 的 に RUE ON LED EHASNS, 現在 の MARIA EG 
に 沿岸 砂 秦 泊地 よめ 探 取 せら る ゝ も の ゝ うち に は 藻 し この 種 の も の も 多 か 
る べし 。 片 滴 達 の 詩 生 に 於 て は この 段丘 が 多 敷 の 小 支流 の 開 析 に 人 唱 ひ て 未 
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FEAT PEO i 5iae 2 Ly UBC AS VMN S LBL ZW RCgorge) を 
JAS te Eb SASS OC EL BPO L < MER Ut 2 kee 
WDBROWIRLAS . 同様 の 開 析 地形 は 三 道 港 に 注 く 小 東 潜 壮 流 々 域 に 於 
て も 観察 せら る 。 

RUDE SA & し て 最初 は 斑 胡 河 普 に 諸 支 流 の 沿岸 段丘 に 集積 せら れ た 
る も の に し て , ZeMAOM SIRK & Tels, HALE OMAK & OT IBR 
CBLK, BALES B= RORY BAR & ZK LIBS 6. BEASTIE CHA Tk 
D< Ol 3 BH te 5 EPI ARO WG BBE LO HS EDLYAG Bo 

MEE 226 PHORM SUS BbRWP oO LEDLERT, 

- 雷 春 河 流 域 に か く の 如 き 豊 富 な る 砂金 磯 床 を 形成 せ し そ の 要因 を 求む れ ば 
BGS KOBAICIE<S BDL YES, 

CG) 砂金 の 根源 た る 山 金 が 中 央 山場 に 相 党 豊富 に 包 遷 せら る ヽ ゝ こと 。 

@) 理 在 河 は この 山 更 を 殆ど 一 周 し , 本 流 は 素 よ り そ の 支流 の 大 都 分 も 
Hie 2 ORIEL 9, 

GC) BF eRMS AMINED SOREWH CA TILEA SIE LT, 
LI REL Ay US Edo (LARCHER AB EU, 著しく 蛇行 価 に 富み , 砂 
RE UGWNE EAR BSB IE TK BME BE O © 

砂金 の 根源 た る 山 金 を WAL SEAL EMELATEL OMS, 
較 的 風化 速度 の 速 か な る 岩石 よめ 構成 せら る ゝ こと 。 

(5) ILS OVO BROW ML UC, ANCA TE 急激 に 水量 太 
Bh es L, 風化 , 開 析 の 作用 を 著しく 助 く 。 

各 砂 金地 の 記載 . 門 廣 砂金 探 取 場 は この 附近 に 於 ける 唯一 の 組織 立ち た 
る 砂金 探 掘 場 に し て , 柳 樹 河 子 と 三 道 港 と の 中間, BSE Hee 
Uo ME DHEPOMNO 部 分 に も 多少 存 す れ ども , 最 も 品位 高き も の 
IL OBC NBL SMA UT, aD SHRIKE PE 6S ER 
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BLO < DAYRROBS, J LOSE It MARIO CT VIR LK AS DRS 
べし 。 MSR TOMS, 3 RROKRLD 下部 に PBEO WR 
ft HOT, 時 に は 其 中 に 不 規則 に 親王 及 砂 の WF RIRBOS OLAV, LO 
AYER (LE WD SIS UT, PES 20 REET AMA O, COMER DIE 
DERI BBR ED EBD OT, ES 2~3 Ph, (ERI 2 EO 
MLOER KE OKO, FARCRO SCORE O 附近 に は 必ず 砂金 の 品位 良し 
と 云 ふ も , HE HS EIS AOR IS MRP 
75% © 

Lt EEO & OM FAR OBLBE 
MSR RCA 見 られ , 基 岩 た る ABCA 
ORM EPUB S &O7% ERASER O— 
i t SEILER SEO THRO, Wee It 10 
RRMA, 詞 は その 大 さき 2 分 ~5 寸 に し て 花 
der, WGK et Br toe Hk OMA » 

SSS FOR EO BRD SHE CA 
(REKFAL LENOLKRDHE OCHRE 
し こと ある 所 に し て , COMA BTAHY 
2 )\BO 者 が 集 まめ て PAGS 豊富 な る 
砂金 地 を 特に 暴 頭 見 (ボー トル ) LHL, この 
SSAA & 現今 は た ヾ 雑草 繁茂 せる 河原 
DW PTB TRE S MBO MDL KO THAD 


sas 6M aks A RT a # + 
BERS CMD (BSI o (APIA = SED be 8 ff 
URARDINS 合流 せる SEO. PORT Lg teen hte 
TG CMMNINGIS 段丘 より の 二 炊 的 運搬 oa AUTRE 


eR ET AWE LG Gtr, 相 党 土 民 の 鍋 掘 し た る も の の 如き も , 原始 
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EV TT RY el 
SEDHASCHTRLER GA, 

Ny Ries 15) SWS PRB 744 HWOACR TIS LC, CAS UU ZRH) 諸 所 に 河 
DEE OBES DS SNS UT, 三 道 潜 の 支流 小 東 溝 が 之 を 縦横 に 開 析 せめ 。 
In) & HFC RUA Set APE ON UPC UT, COME O DEMROB AMR 
RR MAS Blk, SUA E NFU OT WORE 6B O A BHD 
MCA ¢, 其他 は 段丘 上 よめ 控 取 し , 時 に 300 KRORA KE OPPS 2 
の も あり 。 試み に 今 744 WAS ORME SE vd SZ OMEDPE 
を 開 析 し て 小 束 潜 に 注ぎ , 錠 が 更に 三 道 港 に 流入 する を 見 る を 得 べ く , か く 
し て 段 丘 に ある 砂金 は 二 次 的 に 潤 次 運搬 , 沈 潤 せ ら る ゝ も の の 各 し 。 

me RR 法 

© DHT EGS T LAY BRAS LAD BPR A LIL NE EO) An S BDAY 
和宏 を 試み る こと ょ と なく, 副 eo xy B 

6HROM Like YT : 
SO, CHI aie & 
朝鮮 式 の 二 法 あり て , ii 
INK & HES Sk SNe] A 
に 示す が 如く , WIT, 


fe 3 —fi FER O Bi I= し ab eK Mt 
A, ji 洲 式 
て , PinOwR % KE < L B. # we xt 


ante CSE EO CLARA, この 上 に て 砂 論 を 洗 び 流す も の に し て , 砂 
金 は 下端 の 傾斜 紅 か な る 部 分 に 集積 する も の な り 。 朝鮮 式 も と 路 同 形 の 
樋 な れ ど , BA B に 示す が 如く , ROW to 2 BODIE IC A He 
き , 更に 基 上 に 木根 を 碗 込み た る も の な り 0 り 。 砂金 な 木根 の OA HER 
BIS B WLC, 最後 に 木 簡 を 取 外 づ し , 布 有 片 を 洗 ひ て 砂金 を 集 む 。 か くし て 
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SEG AUTS DR BIL LOA BABIES TARANEH TWD Hes CERES 
ら 5 る 。 潤 洲 式 は 操作 願 る AMHR UT, 朝鮮 式 の も の より る も 短 時 間 の うぅ ち に 
敷 回 反 杉 せら る れ ど も , WLI LUT, その WR Me < , 微細 な る 金 粒 を 
WARE LT BNA UGE) 


ARGASBRBAES bh-BOERRHAME 


thO.2ca0 A203. SD, meet Be F 


ts a 
勤 洞 産 ダ トー 右 に 就 て , 本 誌 第 12 4805 9 GEIS AN TP BRIS La RD 


御 研 究 を 人 券 表 され た が か, HK SIS, 昭和 9 年 7 AP WWM ME OM b 
ー 石 の 美 品 を 得 た 。 同和 標本 は , GRU TPT ESRI ED 始め て 筆者 に 恵 負 
せら れ た も の で あつ た が だ, FEA BRU ILA < SLED CADE CHOLOT, 特 
(= [Al ECS RL UT, SUN eR UT RoR, REO ERNE fl ERO DED HS 
ALIEIKS SMD. HOMME RULE L, ダ ト ーー 石 と 確定 し た の 
C, PERWODEG CS BRR LW RETHOKD, Aas IC LELMES 
BRD HKD T, EHO CR MR BOLE S SBEICUNT, 大 方 の 御 
HIE PE SRECH BO. 
= ak 

ASB O BE Hie FL t= AA Uk, FE Cb AREER RS PR 3 tte EC, 其 
DEDMOKBA Dis O と な つて 居 つ た 所 , 現在 の BER ICE O 次 第 に 復 
活き され て , AEH (Main Adit) Hb 1h DF #9 800 IRIEIB IK Sh, G1 RA 2 


りり SARS SEC HOR PRIC PTS IC PEM S KS 2d, BH APM BE 
を 見 出さ な か つた の で , RE) -— TRAE, VK yee bi 
PBK LOL SAI CRAICS OPP L BU LY, 研究 の 結果 は すさ て 
BFre-MRS0L RDO, 
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FLAN S BROT R 3 20 TB 5 

ダ ト ー 石 の 産出 箇所 は , HH (No.2 Level) “15,H” yepeyecpa te 

場 て ある 。 即 東 確 設 の 本 骸 を なす 無色 乃至 淡 黄 終 色 の 粗 粒 な 衣 輝 石 え カル 
ン 中 に , ダ ト 一 右 は , TRA, 石英 等 と 共に , PBLMI fe vv RURAL eR RE EL 
し て 産出 する 。 BRO SOMES HCA OG 6 AMER O HeBRIC HE 
LSA RBS HA EkDSRAL, ダ ト 一 右 は GHA 2 ar 98D 生 
BRIS 晩期 に 結晶 し た も ゃ の の 如く , Bike BL, その 中 に , 美 品 を 産出 す 
bo 然し 大 部 分 の ダ ト 一 石 は , 粗 粒 な 結 話 が 不 規 則 に 集合 し て , BER OL 
て 居り , 良 結晶 は 塊 欺 ダ ト ー 石 の 上 に 際 着 し て 居る 。 

ダ ト 一 石 の SME, EL, WHE, BANG, BRECH 0, fin 3B 
BEA, BEAOM SB x mv > Hin KO 後期 に 生成 され た Arh A 
KREo #b—-BO GEA Arr oO, 丁度 , ili MAO ~ デン 
SUPRA AM > PORBIRAO FERRI W TE S— fal? b —AtOw 
HED Aw rv ll も, RAGE, SEBO, BET, BR, 自然 金 等 の BB 
OD EA SHC SD, Fb -APICIAD < OMS We FP a A, 

LGBT It, FirAl Se CHSC, ry FY Ie AOMS AMR 
Ui eZ BRILL, RF -—AEOMICBR SNE LDS UT, WA EM 
AKO, BHD SZ UOMRBOKRS Bit nrksbe HELE S, Ue 


AiO) is WE OSE FRO BEANIE 50 1 OPE BIS SCR ULE 0 
形 能 


筆者 の 観察 し た 標本 の 中 で , Hb RAIL BESO 興 へ られ た も の で ある 
D, 自身 塊 内 に て 控 集 し た 標本 中 に も , BS MU OME AS fadaD SL 
れ た 。 ダ トー 石 の 結晶 形態 を 記載 する 場合 , 矯 め 炊 の 二 項 に 留意 する を 要 
る 

a) Fb — HORM OWED Ed WILT, Dana, Goldschmidt 等 に 
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より め り , それ ぞ ざれ 異な つて 居る の で て で, HORM RCH % BLA T F BR, 何 
れ に 従 ふ か 明貴 に し て 置く 事 を 要する 。 AKIO TI Dana Oat 
載 に 依る 事 に し た 。 

b) 4b — Hid BREAK CH SD, He B=89° 51′ に て , 90° に 近い た 
», Rar dh ROM AICHE) Ht — Alc th, BBE H 61S 
sil THICL10) 2% (01212 SUC, (120) (110) = 64°47", (012) A (OT2) = 
6439.5 に て , 近似 の 値 を 持つ た め , MADATCOMND zB 
こ ょ を 困難 な 事 が 多い 。 特 に ダ ト 一 石 に は 衛 く の MS PEI 利用 出 
KOE FAO MS DRE LCE 6 OT, 各 結 唱 軸 の 位置 を 決定 す 
Soi 4, Schwaramann’ の 注意 LUG Ot, HBA & ORR 
HED AUK TE 6 Wo PF R-AOKB AH, c OMA ZIP BEVEL 
hay, X kM a (TCH So MOTO) t (012) BW SIH 
に は , そ れ ら の 面 に よる 天然 の プリ ズム を 利用 し, 最小 偏 角 法 に ょ つて 
TAS 2A ST SAE 7 REI し て , 結 醒 を 通過 し て 出 て 來 る 二 偏光 光 


(A) ¢a =64° 47’ (B) qo =64 39” 
© 還 へ 紙面 = ge a 軸 へ 紙面 = Abe 


Bb - FAL) A110) 7 9 K wR CO12)-(OLB) プリ カリ ズ マッ 
(PSS SHS fir & HGH he aS A 


1) Schwarzmann, M. Datolith yom Urenkopf bei Haslach (Kinzigtal), Neues 
Jahrb, (1931) Beil, Bd, 64, Abt, A, 495~504. 
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eae し て ,c HID Drill 2 BUE HIE So ILO EC 
KO CBT % & IEC A AED MVR Ho 
IGOR ell S27 (LHS LOM S, Ab — AIR LY 
FAR, NM OBGSCHMBF SEO LH. ME SMMERO 
振動 か 向 は 下記 の 如く な る 。 
Ya at Nd [nzp = 16682227 振動 方 向 , プリ ズム の RIZ PT, … 〆c 
ee lnyye 1-6594—.3 振動 方 向 ,) プリ ズム の PE He, “< 1e 
但し ga OMENS, FRGUES % MN < Wi) $5 OD PAVE TS IL TAR Ae VL B OC, 精確 
C, TAR 4 HH OILT CE DHA 
the < Cian OL DCB he Dee C, RWIS 22 行 つ た 結果 は 第 1 表 の 如く 


A Sh 


ae 
0%, ie 
2 測 定 tii al 3 (CDana) | 
an 2a = $3. | 
C01) /\C110) | ( 90° 57 90° 07’ 
aed | 90° 46/ SG 
a 90° 33” Et 
ee SO at ides 
Rae As 89° 58° 
Speen 89° 26’ | A 
(001)/\C100) ca. 90° | 89° 51’ 
(00L)/A O12) 32° 46’ | Sy PAY | 
(0015 人 ハ (011) ca. 50” OL? 41’ 
(110) /\(110) 115° 177 115° 13’ 
(110) /A\CO10) ca. 57° % 57° 36’ 


測定 に 使用 し た 結晶 は b 軸 の 方 向 に 8mm の 大 る き 結 晶 1 個 の み に て , eX 
後述 の 如く , HA TAT LAK ARBRE“ Wachstumsaccesorien, ” 薄い は 徹 鋼 
面 の 如き が BEBE L CHG, 反射 像 複雑 に し て , 精密 な 測定 に 適し て 居 ら な 
Wo well Dana の 記載 に 従 つ て 面 を 決定 し た 。 結 曲 は ¢ COOL), m (110) を 
Ei t し , a (100), g (012) mx (011), b (010) 等 が 観察 出来 た 。 園 に 示す と 
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第 2 園 及 第 3 IOM<, COR Dana の 教科 書 に ある Bergen Hill gE 
の も の , Hea "の 記載 せ る North Plainfield 産 の も の に 似 て 居る 。 tO 
BS = 


DVDR A ALBK E Ob Fx 3.5 


pes 


a (100) 


PRUNE RFE — 20KE I] 


1) Iawkins, A. C. : Datolite from North Plainfield, Somerest County, New 
Jersey, Am. J. Sci, (1915). 39, 4138 ~414. 
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CAP, PR PRIRIC TRO THER SHE LOL RAM AL CIES & 

se BOK Slt, 最大 の も の 10x10x 20mm (EL, BH 5x 5x10 mm 程 
度 の も の が 多い 。 千 同じ 標本 中 表面 汚染 し , BO lh esith L 測 角 に 堪え ぬ 程 
EO MHATED DH O, SIMD HED BOG UWD, IDURD ARE Yc 
炊 に 木 ダ トト 一石 の 特徴 と 第 四 ff 

し て , 結晶 面 上 の 美しい , 所 | 
調 天 然 触 像 を 野 げ る 事 が 出 
HOo MOB, flu CEL, 
ching hill) か 或 ひ は 生長 
時 に 出來 た . Wachstums- 
accessorien” で あら 3 dfn] 
れ に し て る も Hii oT, 規 
則 正 し く 現 は れ て 居る 。 
(110) 面 上 の も の は , 第 4 CE 
岡 に 示さ きれ た 如く に , FOS AT 

WO Rete LI Rae | 
(100) 面 の 方 向 に むけ て ie 
Bo CORED Ir i) (KX 
下行 な 條 線 が BEE L, IESE 
の 線 に より め り 世 割 さ れ た 多少 
傾 許 の 異 る 面 が 集 つ て , ah m (110) b7 KAR 約 x8 
ReBRUTE So HS OMSHAMORLOKD, MAOBLNIO dir 


c (O01) Lb 7 KARR .x4 


i ane «t 


1) 木下 教授 の 御 厚 意 に より, AROMERIC ORF b OPHIR 2 O 
を 馬見 する 機 人 を 得 た 。 標本 に 靖 品 形 明 想 な も の が な か つた が , 筆者 の 控 
集 し た 塊 水 の 々 ドー 如 と 甚だ よく 似 て 居り > 設 ら く 同 一 ヶ所 か ら 得 られ た 
も の と 思ふ 。 
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こ て , 多く の 反射 像 を 認め 得 , MAORI ILO AO LI DH OD TS 
る こと が わか る (第 1 表 )。 然 る ぁ に (110), (110) の 測 角 の 際 は この MB 
な さく , 反射 像 は 明 喉 で ある 。 

(001) 面 上 の も の は , 生 不 規則 に 見 える が (第 Til), BPARIATIS SAF L 30° fir 
の 傾き を も つ 條 線 が 現 は れ て 届 

X (100) 面 上 に し て も ,<c 軸 の 上 下方 向 に BR & ONDA Dd 6 
は れ て て 居り, た め に (100) ID IPRA PETE HUE L KOT HGS o 

ABE Cid, Bad HE wb — ALO BEAK &, Hes IRE BC ORES GE 
Ute SSCA FEU ICO MTC & OWNS Saute, 物理 性 , (CBE GE 
PEAVY) に 就 い て , PERE 8 IMS A IDES 75 OAR Ze FE CHG SD, PICO GAC ES 
ざる 事項 を の べた も の で ある 。 

JES Sl Dt O, 木 研究 に 詩 し , AE AE) を 賜 つ た 原田 , 吉村 上 先 
E に 深謝 する 。 又 資料 採集 に あたり め , HB e 5 te, Hild AROMA He IC 
RE PBA ES Ce ABS WEE BE By LER SE) 


FEMER OP kD EUS PARES 


spe: Pe BE By He BB 
moet: JF RO A 
it CO GEE tS FR DEO Bt 4x Ke REO KANE TU, JE UG UT 酸 を 分 
le L, KALBA WA BANS Sl LAO ES MARMIZ UT, こ の 現象 は 百 鐵 
確 (marcasite) を 含む 場合 に 特に 著 る し 。 これ 恐らく は 
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FeS, +70+H,O=FeSO,+H,SO, 
2FeS, +1504+H,O = Fe, (SO4)3 +H.SO,4 
1S BBC NK AR Zs SHEETROCK ONS, この 際 生 ぜ る FeSO4 及び 
Fe2a(SO』)s は 種々 の 割合 の 水 を 含み , BROS 7k Wee & UC 表面 を 被 
ひ 自 色 乃 至 黄 色 或 は HIKE OR IK LM L, COBRA &EOIM TA 筆者 等 の 
ABI EBM Lc BPR te Os 
= OWE” IRB 8 & TE MMWOBMER EO, 例 へ ば 

ZnS +40 = ZnSO 4 

ZnS+4 Fes(SO4)3 +4 H,O=ZnSO,+8 FeSO4+4H.SO4 
MEO) IS REI OC HB aE HL ZO T 水 に 浴 け , 更に これ より め WER ith 
亜鉛 左 (Goslarite, ZnSO4-7H20) & U CUI L, 管 て 澤 ほ ひ 居 た る 標本 の 


第 - 


JE RYE PEE KY As S ORE TRC RE KR) 


1) PERARACER, FROME RL <O BURLY Aad, 第 1048, 5259 真 
昭和 8 年 。 
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表面 , 或 は 塊 壁 の 一 部 分 等 に 着 生 する こと これ また 人 に よく 知ら る れ ど も , 
Z OMB 等 を 吟味 せら れ た る も の 少な く , ま た その 日 的 に 耐 ふ る 量 に 
EF DBR O 。 

PRD IRR O— GED EEE MTOR SOE TS B RABE 1 OMB SP A= 
FIOM S BRHEMKO We WARE EOD O, TOR SEX 2 cm に 
ED, WUZLRRKO-ASMD (CBP Oe a At IS 第 一 表 エ の 結果 


を 得 た 0。 


第 = 表 
I Tie a ile IV 
| 
SO3 29-2 | 29.52 | 28-09 27-9 
ZnO 25-5 | 21-58 |(27-56) |. 28-2 
(GG) A a Mb UR O12 
CMn,Fe)O) ee | 0:30 | see 
MgO 0-6 GUS. Ne 
CaO nF Wun toe Caria Ate cedcsuem periosentic 
Hs20 38.3 | C42.723) | 43-93 43.9 
REY BN cesoce le Auebie’ 9) Lodesoe 
合計 | «98-4 |100-00 | 100-00 | 100-0 


I. 4é [it] PEC IF BH) II. Freiberg Ci renezl) 
IIT, Butte #CHillebrand) IV, 理論 成分 


ME OT Ze FEAR 6 AUT= B HO BEL OD AR A GRO 1k Ak 5p IES Zn 
504-7 HO の 理論 的 成分 と 比較 する に 同 表 1L UL 及び IV OR Ly 

本 表 に よれ ば , FER EMMA PAOK IL ZnSO4.7 H20 に 比 し て SO。 OIF 
を 有 し , ZnO 及び H2O に 於 て 不足 を 見 れ ど も , 他 に 多少 の MgO 及び CaO 
eG A, MgO は これ また MgSO4-7 耳 20 の 形 に て ZnSO4-7 琴 20 中 に 固 溶 
帳 を 成す こと 既に 知ら る ゝ 所 なめ 。 CaO は 恐らく 余分 の SOg & CaSOy: 
25,0 な ぁ 形 に て 混合 或 に 附 着 せる も の な る べく , BMS OMS I UTER 
5 の 分 子 比 を 第 一 表 よ り 算 出す れ ば 第 二 表 の 如 Lo 

これ に よれ ば ZnO 及び MgO を 全部 (Zn, Mg) SO47 HO と し, CaO を 
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SOs 292") 3-645 (93-132 | 0-151 | 0-284 | 0-077 | == 
ZnO 255 esto 03.139 |. «veces (ie eeshos lS eves nl ie ea 
MgO 0-6 OSI Ol weak | 0.151 ST oaate atc Mabe ete 
CaO 16 DSA Noonan (028A EE 
H20 | 38-3 21-237 21-924 | 1.057 | 0.568 0.077 1-725 


CaSO, -2H,O と する も な ほ 約 0.8%D SOs OPRH £, 3.5% の 水 の 不 足 を 
RIES, この 種 の 化合 物 中 の 水 の 一 部 は 往々 容 気 乾燥 中 に も 失 は れ ,Stor- 
tenbecker の 加 き は (Zn, Fe)SO,-7 HO の 外 に (Zn, Fe) SO4:6 H20 HALE 
合 物 あり と 稀 せ る ' 程 なれ は . ADK ARAB HABE tL OAC Kite BR MED 5 
SB“ . 


Varve ORMAI—-BB GRD 
Bet NKR KR § 


Varve 2) MIRE AK 41 ONE D Ae IC Bi CEES BAO PEW D'S 
られ て 居る 。 筆者 も HERBY AURIS, WARD WR D CIO B UE 
Be RD bake? Oe ee 
機巧 に 或 種 の 訟 明 を 加 へ 得 可 き を 信ずる に 至 つ た 。 REC ORMRGAO A 
Bilt STE So 

WOM ELEY DIE ARE Ute 5 SEABEBBIRTED pseudophyte iit 
で , この 粘土 は 水 に 混 じ て 外 観 的 に は 殆ど 完全 な る EBB 6 8 O 
CHS, ZERATUL PETS ¢ 34, 最初 を その 粗 竹 成分 は 

Zo Np Zi VERE UBB Do BPEL 30 分 前 後に 至れ ば , ORGS 5 — Kal 


1) Asia, SS 4 AB) HY 9.6 GK. 
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Sorin REC ARES 2 
OAR IELIRIO FUE AE BOC ED Ze Des Ls SBS IES AS RH 75 OAKS 72 IZ 
第 一 軍 


Settling time 


2 76 8 tes 0 10 12 14 ten min. 

Fl ara Taal fr aT (es eed 
oo 21-270 
eo Ii6C 


Settling distonce 
S 
i eX “ice PP 


B 


& We I © Tk Be IR AB 

BMI So ZEBEBO 沈 隆 速度 は ACIS TB HETH O, BRRICT SOC 
FEO CAE TL, CORRAL] A (LRT DMS KB eRT 4b ORK 
る 事 が 知ら れる 。 Bi PIER eR 6 BALA FOLGE EDIE DO 
EMER EAT, COLMAEERS PENAL, Ze ECR SDSCHE 
OTHER LEZECHS. MSP-AICAKT OM <P O PBB G 
FAR BRTASo COWS O GM S Wels OAK DH Ml ze BH FARK 

ら ざ る 事 を 示す も の で ある 。 

炊 に 以上 の 如き 比 軟 的 微粒 な る REO MIT, Car k ORL EF DAM AR 
濁 深 液 に 於 て も, 猫 同様 な る 現象 を 星 す NSD BPA 6 ADS, BIL 4 ov 
YD LO) RHE PPR ICI 25H CC 淡 酸 カル ャ シッ ゥ ム の Hh GE 0.10~ 


"i 


Pa 
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0-01 mm) を 作 ©, KF Lis H] SAMORBIER Kee しめ , (ELM & [ri] 
PRIS BREF OK, SORMRIL HOMLOWS & PE te A ee Ree RB 
Ly MS OBACIST 8 HAL TRIO LI BEF OY eb UP 
WIRES BRR BTS LO se 
SHEN ISO BB AE OVE WERE (x 
第 一 園 B お に 示す 通り で ある 。 こ の 
Welt SUKI HA B TRIE OD BEBE, BD 
APE OBA Id Ch DAL MIRO 
© Ove le OOF [<A A BLD & 
OC, COBIAS INC LOT W 
WCB SED WAS o 温度 の 高き 
SOW) bE Os) ts 2 OWS 
に は 50 FES UC Mt He BL, 
TSE DME < FED CHEE OA te BD 
GTA SO KS SEM 
AUTH So 

VA OD AUS ANE EO Fil 
WIL O RUGS HSB, 前 者 
& [nl tee 76 & Wilt HR Fe gts BEDS 
HAS ZEORBIZA < HIRO 
POM 14 ~ 22°C) Capt 8 se Si cn be eee 
の で ある 。Vvarve の 生成 は 低温 に 於 7S REY の 粒子 密度 の 歳 毅 
COAMBCHAS ERS ASHSD, 以上 の 定 験 に よれ ば 常温 で る 生成 る 
れる 事 が 推定 せら れる 。 

VEO PERG BE lt tii VI EEO 5 L, 今後 各種 の 條 件 の も と に 於 ける 成 


ME | 
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RAOBEE I~ WRURUE ETO KS » APE & Wht KEE AO! < OD 
沈 隆 速度 , ROU ERI TEENS £S ZEO EVANS TC REM DS Ale 
観 祭 を 必要 と する も の で て ある 。 MEUCZEO ANGI MD We © AA SC 
OMA bh, 密接 な る 因 台 開 係 有する も の と 推定 せら れる 。 


Re DIREOBAOLES THC ORR 
Gms 岩 HR Aa 次 


— TS i OWFFE NK TO, S OIG WD 75 Bs 岩石 中 に 存在 する 役 小 の 結 
nO SB Mk ee © Lik 重要 な る RRS AZLOTCH 0 FICKIKA 
に 於 いて , BAEIMED [MAMET S LICH CHA SOMA 1 Bagh 
成 の 決定 は 極め て 必要 な も の で ある 。 MOMS ch OMA M Ik c OME 
が 一 般 に 多く 得る に は 団 難 で あめ , 特に 火山 岩 の BE & UC 存在 する 磯 物 
EEE VEO JNO St 十分 な 分 量 を 得る こと は BARC ETA 
い 。 此 慮 に 於 いて 微量 分 析 を 應 川 す べき 庶 大 な る 分 野 が 開け る 。 近 時 徹 量 
分 析 術 は 長 足 の 進歩 を なし, FEA OMAN TIL BEE Cae HEA Sh, 
良 な る 結果 を 示し て る ゐる 。 RAAB Cte ARO SOMA WHOL B 
分 析 に も 應 用 せん と 試み 。 その 用 ひび ひ 得 べき こと を 認め た の で て, ここ に 宣 瞳 の 
一 例 を 報告 する 。 

分 析 放 法 , BOE CA EA DE ABC EO AED) 0, 筆者 
OM OT AE BBA E CaN DIORA CORT AMT Do 

A ie の 部 

a hk 


1) AAS SRB ACAD 5 BR PREP A RG Mee 2 CHAT 8 年 う 161 AHS = 
BM, ARASIORD: ABER 12 4 (1934) 180 頁 


a —KULTOSo ここ に 1, 2 3, は 一 成分 の EK hte pine 

U4 EIT Ca と Mg と の 分 訣 を 試み ,5. で は Fe, Al, Ti, "0 

Mm Ca, Mg の 分 訣 を 行 つ た も の で ある 。 
第 ー & 


. 4 


or Bk At Cme) RTA US & Hm) cae ree ea 
7, |FeSO4-(NH 5-65 

1 0, 0 422 5 lFe(CgHgON)3 00 Fe20s 115 | 115 
| 2 een lS ds 1 |AlCCoH GON) 2-43 |AlO3| 0-27 | 0-27 


Nes [MgSO4-7 H20 1419 [Mg(CyHgON)-2H,020.17 | MgO | 2-33 

ed \CaSO 4-2 H20 0-81 CaC,04-H,0 0-68 | CaO | 0-26 

| © MgSO4-7 12,0 3.90 Mg(CgHgON).-2H 205-58 | MgO | 0-65 
FeSO4-(NH4)2 23-46 


(60-640 Fe(CgHgON)s 29-13 [Fe203| 4-77 
OS 0:23 ITiO, 0.25|TiO, | 0.25 
6 44-47 NIC HON)s 0S 5-05 
Na NH4:HPO4.4H20 0-78 ns 放 ar 


[MnSO4.4H 0 MACH ON 


; 2H,0 (:495e0) | ee 
CaSO ,.2H,0 1-57 |\CaC.04-H2O 1:35 1G20 | 0.52 
MgSO 4-7H90 1:88 oe ae 268) go | 0.31 


を 滴定 法 に 依り , 491/30 N o (KBr034KBr) oi oH 


Rae 5 mit 
| 伊豆 大 島 , MON PVE OR NPIS S AB KINO BARU PIC RAL _ 
」 THOBAMO MMB SL OD FAS OOT, tree UC AL 
有 た 。 LORE MEMEO 極め て HERO 均質 の LO 高い も の で ある 

By LOMB OME RAE AAEO PEER する 途中 に 経過 し た 岩 葉 分 化 の 
| 或 る 時期 に 於 ける 液 相 を 代表 する も の と 参 へ 5 られ, 叉 その 中 に 存在 する 小 
OBER, Dik PONTE LK BCH Sb BAGS WhO BP 
«BR & UTA, Hid TDROREA, 1mm) が 見 られ る の みて で ある が , 時 に 


本 94024) ee en ee 線 124 


は 非常 に 稀 で て は ある が HEE (2~3 mm) も 千 存 在 し て ゐる 。 Able 
BEA, AUR, READER DZ VAST A RED IEL, その HOR 
大 形 の も の で は ⑪ 2V=H45 +e で, 叶 に は ど ビデオ HEA MOMR 2 ARS oH 
TRICE COVED LD OVR A ROR GOLSAee AT. (LL, 2S TC, 
CL) IL SF HEC BA it’) 0-2 gr を 用 ひ て 分 析 し た 結果 で て, (2) は 試料 
約 15 mg CHRD NE CAR Liz 結果 で ある ぁ る 。 HAO WHOM CHS 
TiOg, PLO; 等 は 富 験 誤差 の 範 園 に 近づく た め に 暮 通 の 分 析 法 の 結果 と の 
不一致 が 著しい が , その 他 の 成分 で は , 大 骨 一 致し て ゐる 。 こ の 方 法 で は こ 
の 程度 で , 岩石 の 分 株 と し て 用 ひ 得 る と 思ふ 。 


第 = 表 
@ (2) 
pis 5125 (2%) 51-17(%) 
| TiOg 0-81 0-72 
‘Als 14-73 14-84 | 
heads ae. 0 Fe202 14-90 14-95 
MnO 0-28 0-32 
MgO 5-47 PBS 
Ca 11-73 11-88 
NaoO 1-85 1-92 
| Ks0 0:26 ().22 
HOC + yy wk Odd COLA es 
Hs20C—) 0i022.。 eee 
P2Os 0-13 WE Bs 
(Ce, Y) 203 600g... 4 A See 
ZrO 005. Ae. 7 SRS 
BaO GOld .. gli Pemeee 
S (Abe) C1377 Weegee 
100. 838 


Oe DT ee 教示 され た る 上 農林省 , BABS He A A= Bp pe 
に 護 ん で RNS S AERO ABO た る , 藤原 彰夫 , FREAD AS ARLE, tat 
に 久野 氏 に 謝意 を 表す る 。 
WA A LO 年 月 20 日 CRC HP le] AE EBS) 
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" 磁 鐵 破 及 び 赤 鐵 看 の 成因 的 開 係 に 癌 する 諸 問 題 に て 


PSHE: We A OK BS 


READER O ADR BC IBSROREG I KOTAGIC HBS LES Ck 
は , COMM LAD I HE LIF 6 Bs MI UT, REE BRS REO 
PIB KO, 充分 知ら れ た る 所 な れ ど も , ZI BL CSE ARC UR AA 
AUPE ANLBERY 6B» を以て , こ ゝ に その 一 斑 を 紹介 すべ し 。 

BE Hi TE OD TR Bi He 1 

TUSTbORH KEIR KO RMMO 生 ぜ る 著 る し き 例 は , 調 は の ⑦ る 
Martite の 産出 に し て , 既に 1827 年 , Haidinger 氏 に よ つ て Brazil fl] Serra 
da Oracoyabe #EgGMep i BLE Fit, その 外見 上 正八 面 護 の 結 曲 を 成せ ど 
も , 宣 質 的 に は 赤 鐵 磯 に 異な ら ず と せら が ,1828 年 , Breithaupt 氏 に より て 
鐵 の シン ボル Mars に 因 ん て で Martite と 命名 せら れる 。 CORMRAZEe 
BVO & BOT, WATE k OB MES EO tHe L, Kobel MEEK 
に 傾け る が , Rammelsberg (1841), Hausman (1847) 等 を し て 或 は Fe. Og 
の 同質 二 像 種 か と 疑 は し め , これ が 座 か に MORO ARO (BURAK PbS 
ら ず と 知ら る ゝ に 至れ る は ,1870 年 Rosembusch 氏 が Martite He 

く PREG U,. BB ih ) 
し て ,G. v. Rath は その 後 1877 HBC AMO} IE BGH 6, ABB RAE IK 
4 (BE DS TEVVIMERO Martite を 見 出し , RERRROIRR IIS SO 
— BREEZY 0 。 

これ ら の Martite Hho t UTE AUWOR Me Rs & UC 
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せる も , 近年 Leith, Harder EC SHEE (tabinite) epic apes 3 ARM 
Jeb, BedAAR AML L CHE < HES 4 410, Alling 氏 は Adirondack Lyi 

“magmaic replacement deposite” 中 , こ の FL の も の を 多量 に 産 し , 特 に 
Arnold Hill (ST ld, HHH “blue vein” と ょ 稀 し , Martite 69.55, Magnetite 
17.00, Imenite 0.469% 2 Util, HSE, WAL, Wis, AaB % & He 
する を 知り 0, Weinert 氏 は Marquette HWW RESLM, AMEE L 細か く 互 
Jat 4 RSIS TORE KO Martite 化 せ る を 記せ め り 。 ま た Hintze Mek 
笠 書 に 擦れ if Haidinger, Scacchi “Qe fE\¢ Vesuvius の 噴出 物 , Bergeat 
氏 は Stromboli の 噴出 物 中 “octahedrische Eisenglanz” #8 し , Ram- 
melsberg 氏 に よれ ば その 組成 炎 の 如 し と 。 


| Fe,Og | FeO | MgO | MnO eee. 
610 | 0-82 | - 
Seeman ease 

2-67 0-17 | 0-25 


| 


| 
| Vesuvius | 92-91 
| Stromboli | 94-68 
if 


VARA LOBE Vesuvius pe “octahedrisch Eisenglanz” が その 正八 面 
盤 の 面 に 午 行 な る 薄板 の 集合 よら 成る こと は ,1798 年 師 に Haidinger 氏 に 
KOT 知ら れ , Scacchi 氏 は この 構造 を 1855 年 噴火 の 産物 に 就 て も 確 め 
た り 3 | 

WEE I RK BE BE (< FPS Os, この 間 題 は 更に 詳細 に 吟味 せら れ , Gru- 
ner RE Mesabi 地方 の martite ore body の 研究 に 営め ,martite は 時 に 


1) C. K. Leith, E. C. Harder “ Hematite ores of Brazil,’? Econ. Geol. Vol. 
2-0p. 674,191: 

2) H.L. Alling, “Genesis of Adirondack Magnetites,” do, Vol, 20, p. 345, 1925 

3) F. Weinert, “Formation of martite etc ” Econ. Geol, Vol 28, Pp, 68, 1933. 

4) Hintze, “ Mineralogie,” Bd. I, S, 1827, 

5) . Hintze, op. cit. : 

6) TT. W. Gruner. “ Paragenesis of the martite ore bodies and magnetites of 
the Mesabi Range” Econ. Geol. Vol. Li pall 922: 


———— 
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magnetite 42% DKK Y 不 規 則 に 交代 すれ ども , MCAS OE NO MH 
KWOTZENM (BIEL, Gilbert 1} £1 LG HEEL. HOW 
lid FOP titaniferrous magnetite の 離 深 に ょ つて 生 ぜ る ZERO 
繕 造 に 類 す と 記載 せ 0。【 但 し これ ら の 陣 氏 と も , 右 と 同 陸 
highs 300 (RB ANS aca 
例 を も 記載 せ 0。】 

PUA PORE マル タイ ト 成 生 の 原因 に 就 て も , 従 來 二 種 の 意見 あり , 
Alling eit Adirondack #& martite Mystic BL 


ae Sea aes 
‘ 2 : 


“ The depoistion of the martite point to deep seated conditions rather 

than to surface oxidation,” “ Relatively basic pegmatitic activity at- 

tacked the previously formed and brecciated magnetite assuming partial 
_ replacement by martite ” 
と 記し , 地下 の 高温 に て 生 ぜ る を 主張 せる が , Weinert 1G は Michgan JH 
Marquette iT Eee icp, Martite 化 せ る も の は 地表 江 き 部 分 に 限ら る ゝ 
HED d, Fhektc & SRR EBD IO. Geijer 1S Ste PABRO BB 
RICRTLOMR SDR O 。 | 

EAS ACE ELD AG ILIKE AE LIES も の な る べく さく, TREN OOM 
往 鏡 的 研究 に よめ 0, 牙 る 程度 まで それら を 識別 する を 得 む か 。 

SAA MOR この 問題 は 近年 更に Gruner FEC BEAM CES 
る 。 Kit AiW RAE 2 WEL, 2 22 150° C Jy 200°C DAAC HR 
b, SOME 2 LAAT Ic 栓 せる に , COME Hed T AIC UT 


1) G. Gilbert, « Some magnetite-hematite relations,” do. Vol. 20, pp. 
587~296, 1928. 

2) H. L. Alling, Econ. Geol. Vol. 20, p. 345, 1925. 

3) Be Weinert. op. cit. 

4) P. Geijer, do, Vol. 26, p. 437, 1931. 4 

5) J.W. Gruner, “ magnetite-martite-hematite, ’’ Econ, Geol, Vol. 21, p. 375, 
1926; Vol. 25, p 837, 1930. 
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Biwabic #4 DG? OMAR IRIS, 60 日 に し て 既に 20 % weRIE SS, East 
Mesabi 地方 の 如く , HARA MINEO も の は 300 日 に し て 僅か に 5~10 % 
WEES HL 過ぎ ず , Magnet Cove gE At MRAMRO OS lk, この 日 敷 に 
THE OBL SRS SOS. MULT, これ ら の BME HAO SUE RMS 2 a 
OS, BAC SOE VMAS EAT Ze DAES AK eK CHEST So 

BEIE COMME % OD) PRUBBHCIS THE BD も, 何等 の 結果 を 見 る AAS O 
し が , € OYE 2e — Fit iD, 260° © D KARIN THD T CAUCE Oo 


年 月 を 要する こと 疑 な し 。 
BRK MROR 


BET SITE RS ARCO MN <¢ 25h lo CRI AL, 2 を 赤 鐵 
BRL 4k F AD, その 組成 は 既に FesO4』 よめ FeoOs (Hee SCHET, を 
OVER IRENE ST, 且つ て な は ほ 磁 鐵 確 に 近 き も の を 生ずる こと あり , 
mee Eg ee Pe (ferromagnetic hematite) 磁性 赤 鐵 確 (magnetic hematite) ak 
LAPICRELR (oxidized magnetite) 等 の 名 を 以 て 呼ば る し も の に し て , 1931 
fe, Schneidethdhn, Ramdohr #4 SCOR AAMBK Cmaghemite) と 命名 せる も こ 
の 物質 な り , この 種 の 中 間 性 産物 は , その 化 召 成 介 上 既に _Fe。0 : 


COI Sosman, Posnjak WADED. FeSO, lz Fer(SO,)3 浴 泊 @ 
NaOH vefE At Lab TALC mk Ute 6 ReMi 105° C に 熱せ る 際 に 
始め て 知れ る 所 な れ ど る も, FeoOs の 中 に 磁性 を 有する も の ある こと は , 


1) H, Schneiderhéhn, P. Ramdohr, Lehrb. Erzmikroskopie, 1931. 
2) RB Sosman, E: Posnjak. “ Ferromagnetic ferric oxides’? Jour, Wash, 
Acad, Sci, Vol, 15, pp. 329, 1915. 
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1859 4E 8E\= Robbins 氏 に KOTH 522, Liversidge iG Hilpert ie: 2 BE 
に 言及 せら 5 られ た る 所 な り 。 但し この 種 の 中 間 物 を 更に 一 居 高 熱し , 500°C~ 
650°C に 保 て ば , その 磁性 を 失 ぶ ふと JET, TRAD X SBOE Re RS 
こと , Sosman FEO) BE I= —— し た る 所 な り 。 この 問題 は 同年 更に Baudisch, 
Welo 雨 氏 に 研究 せ られ, 雨 氏 は Sosman, Posnjak の 方 法 に より て 得 た る 磁 
Bue, 酸素 気流 中 に 熱し , その 産物 を 磁力 的 及び X 線 的 に 研究 し 

meh FesO4。 —> Sepk Fe。0。 —> 9amelt Fe,O, 


(Magnetite) epee magnetite or ) (Hematite ) 
magnetic hematite 


7g TD ROBME AMEDD, G—PLODERL IE 220°C, 第 二 段 の BREIL 
TTS > Ct eR OO, CMI CORTE OB IL SLA th 
Pe ERO PBR OD EF. 
その 後 , Twenhofel も , この 問題 を X 線 的 に 研究 し , lia SORE ia, 
必ず じ も 一 定 温度 に よる も の に 非 す , 時間 と 湿度 と の 問題 な り と し , 若 し 長 
時 間 酸 素 の 中 に 熱 す れ ば は , 220°C FUCHS TB ERIE EO BREESE ENS BRS 
る と 共に , 磁性 赤 鐵 確 よ め TRUCHET SIE も 一 定 せ ず , AiG 
め 生 ぜ る も の は , 500°C に 於 て 容易 に 中 の 赤 鐵 確 と 化す る に 反し , KARE 
BIEL OES 8 Old, Z% 8~10 時 間 の 長き に 豆 つ て 熱せ ざる 限り 0, その 
BMULMBRNK UT, Ze UCBIEE LBS ick 800°C を 要する を 知れ り 。 
FRIAR CL OBR IL ITE SRE LOM IE 6 BEL, REPETUIN 


1) J.Robbins “ magnetic peroxide of Iron,’ Chem, News, Vol. 1, p. 11. 1859 

2) A. Liversidge “Tron rust possessing magnetic properties ” Rept. Austr. Ass, 
Ady. Sci, p. 302, 1892(Twenhofel, Econ. Geol, Vol. 22, 180, 1927 ick SB) 

3) S. Hilpert. «Uber Beziehungen zw, chem, Konstitution u. magnetischen 
Figenshaften d. Eisenverbindungen.” Ber, Deutsch. Physik, Ges. Bb. 11 S. 
293, 1909. 

4) O. Baudisch, L. A. Welo, Phil, Mag., Vol. 50, p. 399, 1929. 

5) L. H. Twenhofel, Econ. Geol, Vol. 22, pp. 180~188, 1927. 
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に 混入 する の る み に て , 何等 SWORE 
(AIC Ese Groner FEO BRMCAST, TMUMMCIAAE & UT 


PA CKO 吟味 せら れ た る を 以 て , EERE D BEI RS, そ 
Eb BAAD AS ARH THERE Gt SRHO, Sosman K 
#7 105°C の 加熱 に 於 て 既に 容易 に Fe,Og (fh LEI O PHAR) 2 Ae 
る に 拘ら す , Gruner 氏 が 150°C の 高温 に 於 て BATH EBT B OBI 
し , tid TA HOPI 2 AS 4H Ik, BABE F ORK O ARR O Te BRR 
第 一 段 の Fe,O; を 見 逃 せ 9 と の 見 解 に 一 致す 。 

な は Alling 民 に よれ Apgar 氏 は 既に Adirondack 産 Martite ch, hy 
PCE S PRO OME 2 AT SED > WHI, 磁性 を 有する も の ある を 知 
れる も , ZR MO MR BEL DHDSDLHRON ERM S DB, こ 
れ 或 は maghemite な めし な る ぐし 。 

es CHR & iB 

Twenhotel OTR OPK] も な く , Newhouse, Callahan 爾 氏 は 
Pennsylvania 州 | Cornwall 産 磁 践 確 の 研究 中 , BB PIC aR, TERRE 
ある を 知り , そ の うう BUILD DAG WALID TD, Sosman 氏 和 等 の ferromag- 
netic ferric oxide に 一 致す べき を 訟 けり 。 こ の 報 一 度 俺 は る や , Gruner 
氏 も この 二 種 の 存在 を 認め , Wagner 氏 は 攻 に Schneiderh6hm 氏 が Wagner 
氏 の 控 集 せる 南 阿 産 磁 鐵 礁 中 に 同様 の 二 種 を 全 別 し た る を 記せ り 。 か く て 


1) JW! Gruner, op. cit. 2) H.L. Alling, op cit. 

3) W. H. Newhous, W. H. Callahan, “ Two kinds of magnetite, ” Econ. Geol. 
Vol, 22, pp. 629~632, 1927, ‘The ore deposite,” Cornwall,” do, Vol. 24 
pp 4083~411, 1929. . 

4) J. W. Gruner, do, Vol, 22, pp. 744~749, 1927. 

5) P- A. Wagner, do, Vol. 22, pp. 845~846, 1927. 


ph Lag’ 


ue ele 
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1931 年 , Schneidarh6hn, Ramdohr jj fE0) Erzmikrokopie の 書 出 う る 際 に 
は , INURE (hematite) と 磁 鐵 中 (magnetite) ょ の 中 間 種 と し て , 磁 赤 鐵 秦 
(maghemite) な る も の を 掲 ぐ る に 至り た れ ど も , MEL Newhouse 等 と 反 
Sx, PLO SHRM = OB と 認め た め 。 
この 間 題 は 最近 更に Hickok Ic よ つ て 注意 せら れ , Kla Wii PHC 
と 努め た る も 能 は ず , その 共存 する 部 分 を , 20 % 堅 湯 中 に 飽和 せる SnCl。 
WANK TBE IC, ARREARS TTS 帯 青 硬質 種 よ 0 一層 強 < SG 
せら る ・ を 知り , この WMD PRI EAL S S64 BAKO, 之 に 犯さ る 
こと 少な き 帯 青 種 こそ 赤 鐵 確 に 一 居 近 き 磁 粒 確 , 即ち maghemite か と 妖 
に 雨 氏 の 開 係 を 題 微 鏡 的 に 研究 せる に , MOTH MO W2, 正八 面 
前 の 外形 を 有する BBMLE RT ORHS HMO, COMMORIL LS 
を 論じ , Ud b AE PRERDED AT S BUROK ERD, F ONE 
青 種 に て 交代 し , BI TORI & OWES 4 8% LBD, BH 
= FAROE L © HIKER UEIC ES D HAR, BS maghemite か と の 先 の 結 
“TL, BICMEOB EM MBE S 0 き 。 この Hise Ti REE 7s 
SAT maghemite と 
EPMA BCL ORMLMO SIC, Hickock 氏 は 最近 Comwall@ 
ERDEH, BAD IEE Ee iS BOR 記せ り 。 Hb MMO 非 等 方 性 は 
fi CHAS, MA = 3 PF PMG RSC L, 且つ 隣接 結 品 ょ の 界 を 
明 に する に 過ぎ ず , SOMALI RO HB kD BOO D, 今日 未詳 
の 轄 移 に よる も の な りや を 明 か に せ ざ れ ど も , CHES 爆破 作用 を 試み ざ 
め 9 し 部 分 の も の に も 見 ら る ・ ゝ を 以 て , MAM ABOBMIEICESD (SS, 特 
に 1 個 の 標本 に 於 て は , PH ORERME 8 前 記 の maghemite も 共に この 尾 皿 


1) W. O, Hickock, Econ. Geol, Vol +28, pp. 193~255, 1933. 
2) W.O. Hickock, op. cit. 


2 
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有する は 注目 に 値 す さ し と ょ と せら れ , ALOMAR & AEE O maghe- 
mite (Ose ic fP ab DO tHE Oo 
tk Hi VE OD HE HM WR ME 
AOI © HEREIEICIES BIS, その 例 決し て 少 か ら ず , CEI AIE 8 
(1919 Ue, [rd BBY AOE 2 HEC EPO IBM F tc, AIDS WO EMER 
HUE 2 OE FASE, 7 EULER OME BORA A, その 一 部 分 
ibe PWALMECHI V7 4 OBEY 612] 2%, その 後 Gruner 氏 は Mesabi 
EAA, Ramdohr [CIZ4PFaE MARR, Osborn 氏 は Ontario JA IEHERG 
SUOMI, Guild 氏 は Arizona ff San Xaver ARIA ZOE 
を 保ち も ながら, OKRA LMA D &OHSD LLMLBIC Guild fe 
の 場合 に は , ROR IS RPE RMN PET UR OHMIC eBRGT SCL, 
LUMO 4 RAED OGRA Ot 4 BB LL ME eR O © 


YRC EO CRO 4 OO TRI AE OU, BEILSHS TREE E © RCE 
ずる 種々 の 例 と 。 CORN 2 iH L と を 概 述 せめ 9 KARI THE, これ 
6 DBEE IL SLA ERIE AIL UT, その 開 係 極め て 複雑 な ぁ べ きも , EDI 
ち 最 も 主 な る 要素 は WER TAME € I, ACY AS Ik 酸素 二酸化 淡 素 水 等 
KROSS, RMD THEORY Bam Vl GBS S Lo 

BOBS MRO CIC KORRES 0 RR ORMEIL 

2 Fes04+0 <3 Fe.0, 
78 BME ROCF BLAMES, LOBMUCDMROA MITES Old, 
UR & OWE ME LI ROTIEL O, BUBKROD MOM ShHicois 


1) J. W. Gruner, Econ, Geol,, Vol. 17, 1, 1922. 

2) &, Ramdohr, Festschrift z, 150-Jahrfeier d. Bergakademie Clausthal, 192, 
3) F. F.Osborn, Econ, Geol, Vol. 24, p. 727, 1929. 

4) F_N. Guild, do Vol, 29. p. 107, 1934. 
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度 に 於 ける FesOs OM AEME E OAR, COMMER & OBIE, 
Fe30, の 一 部 を Fe,Og (r4o~<¢, Sosman, Hostetter ai 氏 に よれ は) 
か くし て 生 ぜ る Fe,O3 は 元 の FesOy spice KUT BRO, その 
解離 摩 が 彫 気 の 酸素 共 と 在 衡 に 達し て 己 む 。 

この 解離 屋 と 温度 並 に 組成 と の 開 係 に 就 て は , 前 記 雨 氏 は ROI 
PE BER O 。 こ れ に ょ よれ は ば, 例 へ ば 1200°C に 於 て は , BHO ME 0.85mm 
を 以 て する も , GSKB (89-12%) が FesgO4』 と し て 存する に 拘ら ず , Z 
れ よ ょ より 100°C 低 き 1100°C WH Tid, BRMMED 1 0.87 mm OAT 4, 
茎 に その 大 部 分 (969 Ze ik Fe20』 


| eal | TR 1100°C | 1200°C 
ee wre Hn we fis Tb 
by | ie ees ie な る PRSEIEO F ‘ ea の 
0 8 | | MRM 2 LAN Eee 
se 2 088) 18 | oe aon ecm 
eee fons in. Eee 


HEOT. BL HAO PAes~ 
PCS, MURAR CHET 6 RIK O ARICA TT ILS » BEE O, 特に 高 

温 の 地下 に 於 し, 遊離 酸素 の 存在 を 見 る が 如き 場合 に 於 て は 一 層 然 り 。 但 し 
高温 の 岩石 中 , 遊 朴 の 酸素 が 存在 し 得る や 恋 や は 大 な る 疑問 に し て , Cham- 
berlin 氏 の 850°C' に 於 ける 岩石 の ガス 分 析 表 に : 1 
す , 火山 の 噴気 孔 ガ ダス 中 温度 の 高き も の に 於 て は 進 塵 酸素 少 きも 多 し 。 


1) R. B. Sosman, J. C. Hostetter, Jour, Am, Chem, Soc., Vol. 38, p. 807, 1916, 
2) F, v. Wolff, “Der Valkanismus” 1914. p. 553~560 288% 
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DE MEOMKERKRO RMI KD CREM RB IE L, 272 a 
BEL (KL LIES Lo 
2 Fe,0,+H,O = 8 Fe,03 +H, 
然 れ ども , CORRELA T, 微量 の Hy Otte dM, 容易 に 停 
IL UC PCED, CORE H.O と He と の 比 と , 温 度 の 間 に は 次 の 開 係 
成立 する こと Furnas, Brown WOM S MEO. 


‘aoe | 100°C | 250°C | 500°C | 750°C | 100°C 
kc 20)/ CH » 40700000 13.500.000 776.000 iy 407-000 | 4-170 
C5 Ba Gls corbin he uae | Seats | 0.000.204 0.000 204 


ZI ERE, 例 へ ば 500° C に 於 て , ERIE 1 DF Fe HEC BES 2 ICR 
し で 生 ぜ る H2O It, H2O0 776,000 分 子 と Pie KOT, それ 以上 の Bil 
を 停止 すべ き を 以 て , MALDBME 1 FEC, 純 水 776,000 1 分 子 を 要する 
DEBS Oo 

然 か ども , 水 が 循 居 する 場合 に は , この RMI TEVA He は 運び 去ら 
れ , 次 々 に 来る HOM LOT MLO MEN SHRI N 6, 特に 温度 が 上 昇 す 

も は , PRIS S He OK EICIC, COMMA 一 層 有 カカ に 左 よ め 右 に 
進行 し 得 べ き を 以 て , HEAD PRI ESE 


場合 の 可 骨 性 を 推定 せ し む (未完 )。 


1) C C, Furnas, G.G. Brown, Equiiibrium in the reduction of ferric oxide” 
Ind. Eng, Chem., Vol. 20, p. 507. 1927. 
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3855, HtERORERBE Brockway, 
Ls ©; 

本 結 品 に 闘 し て Gross(1923) jc k YC 
X 線 的 に 行 は れ た る 研究 と Spencer に よ 
り CHMBIIICTILNE SOL OH 
相違 を 見 出す を 以 っ て , 著者 は Bolivia [si] 
Oruro, FED p#eGAH & 用 ひ HBS AE 
RU: Lave AEC kV CHAAR © BT 
完 を 行 へ リ 。 本 結 品 は 正方 品 系 に 属し 
a9 =5.46 A, Co =10.725 A Ns 
FeSnS3 を 含み , その 空間 群 は Dette Vg 
その 原 手 位置 は 2Fe:000, % 4.2 Sn: 
00%, 440. 4Cu: 40%, BOK 
0% %, 0% &. 8S:uuy, uuv, up % 

Ub AVE UbM 
uu vy, eee oust ea a 


ーu %—v, uuy, 


ターv. u=0-245, v=0-182 HV, EOE | 


HATS IL HE DEB SB 
に 甚だ 類似 せる も ゃ Chalcopyrite の Fe を 
Sn CCHMLC 生ずる に は あら ず と 言 
~Vo CZ. Krist., 89, 434~441, 1934) 
(高根 〕 


3856. HeCle の 結晶 拉 造 Braekken 
H., Scholten, W. 
HgCly SH ihe MH IE ROA 


SB RGRLIC EY CHET AM OMT 
Oo 

bigs a9 =5-963 A, bo =12-735 A, co= 

4-325 A, Hii ag: bo :co = 0-4682 : 1: 


Chaleopyrite の それ | 


0-3395 に し て Groth mKMEKZ a:b:c 
=0-4674:1:0-3391 と ょ く 一 致 せ り 。 
chkD ょ り は 凡 て の 反射 を 生じ , (OkD 
より も 及 て の 有 反射 を 生 ず 。(h01) ょ り は 
h+l=oddo 時 浴 え ,(hk02 う ょ り は k=odd 
ORE D, 又 (h00), COk0), (00D ょ うり 
は even の 反射 の み を 生じ た り リ 。 Hicwk 
閣 品 の 空間 群 は VE な る と と を 知れ り 。 
単位 格子 中 に は 4 分子 を 含み 4 Hg, 4Clj 
4Cl2 の 群 に 分 れ 

Ouv, %%—uv, out % Y-v, Bu 
v 十 区 な る 原 千 位置 を 占め その parameter 
は 

Hg :u =0-376, v =0:053 

Cly : uy =0-517, vz =0-375 

Clg : ag =0-742, ve =0-778 
の 如く 決定 せり 。 ARAEREIC IAC it HgClg 
(LOT Ste UCD FAB F & Hw L し Cl-Hg 
Cl te SM RRWTHE ES EMV, されど る も 
HgBro 250 BRAG & HR F. (Zeits. 
Krist., 89 448~455, 1934) (pt) 
3857, HeC2O04:2 H2oO の 結 品 格子 と 
HeC204 の 裕 造 
H. 

Oxygenic radicalsm ARSE & AEN IC 
究 す る 目的 に て 先 づ 本 結 品 を Lave 及び 
WA MIE LV CHV, COMA 
PREF (kL ao =6-12 A: bo =3-61 A, co = 
12.03 A, B=106°12’ に し て , 2H2C204 
4 了 HH20 & Biro + OAMEE Chis Vo 
Fu C © AF (LAB i IC TEES BEV 
つっ て CR Oo JAF 1c Ba eel? (の parame- 
ter を 決定 せり 。 その Oxalate radical は 
平面 的 に し て 各 C 原子 は 他 の C 原子 と 


Zachariasen, W. 


#2 30( 36) so 
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fe} 
159A の 距離 に て 結合 し 2 つの O ご 〇 原子 は 
ie) 
1.25 A Opi MEIC CHC ICH Vo 
A OPM MH eB S C204 に 於 け る 


=D C-O bonds fi] © Fi Riz 126° な り 。 | 


(Z. Krist, 89, 442~447, 1934) 【 高 根 〕 


3858, LicSO1H2O O*eRIE Zieg- | 


ler, G, E. 

AH Hh IS EAD tr oT LS APM 
余り 多 か ら ざる に より , MH PKRGS 
H,O の 役割 を 比較 的 正確 に 定め あん と し 
C HOLE MIE US Laue 法 に ょ より て その 
Wa ih HERE PRES V9 COM PLAT It 
ag=543A, bo =483A, co=814A, 
B=107°35! に し て 2 Li ぅ SO4H20 を 含み 
Peale =2.075 Cpexp=2.052) な り 。 こ の 三 
FEIT Y 

h==1, k=, 1=4%W4+%V 

ch, k, 1 は X 線 に よる も の , PP, kK’, Vir yy 
FADED) 

te SRE GNU . PRE CO IK し て 
TAI 7 SIRE F ic 23 の parameter F jp 
定 そ せり 。 HOOD OWL 原子 を 園 む 40O 
PU TAL PR © {8} Bk D-——> ® (§ %, H の proba- 
ble な 位置 を 求め た る に H-O-H の 角 は 
1L08°L eH V, SMF LRDBHS 40 
POI ACHE IC 存在 し, それ SEF FA EE 

S-O =1.48 A, 0-0 =2.43 A, Liz-O= 

1-99 A, 0-0=3-24A, Lig-0 =1.97A, 

0-0=315 A iz), (Z. Krist, 89, 456 
~461, 1934) (高根 
3859, (CCH3)2NHo2leSnCle の 結晶 
8B Corey, R. B., Wyckoff, R. W. G 

ARE Lave 及び 振動 結 品 法 に ょ うり 


fe) 
CHIZE LT a0 =7-26A, bo =7.38 A, Co | 


=14.28 A に し て 空間 群 は Ch 0 X 
之 等 の 資料 と よ と ぇ ペク トロ メー ター の 濃度 
BW LICL VU CIA AE BRE Vo 
(Z, Krist., 89, 469~476, 1934) て 〔 高 根 〕 
3860, ZrF 4% HiFs の 空間 搭 子 と 結 
gare Schulze, G. E. R. 

V. M. Goldschmidt の 勤め VE 
Hevesy の 好 六 ある 資料 の 提供 と た にょ り 
て 本 研究 を 行 リ 。 こ れ 等 の 結 品 は Ch 
上 品 族 に 属し , ZrF4, a:b:c=0:9585 : 1: 
0.7732, 8=94°30', HfF 4, a:b:c=0.9623 
1:0-7744, B=94°29 に Lt SHO RIK 
Cl {110}, {011} の 面 を 有 し 更に {100} 
{Z1JOMSSOLHV, Hs cis B 
£0103, {001}, (2113, (1213 Ru (1213 


| の 面 の 加 は る を 見 る こと あり 。 逐 等 の 結 


上 品 は 何れ も < で 軸 に 延び た り 。 測 角 の 結果 
% AWA SIE TE EFA. Lo OB Ria eee 
TEA ICA CEILS ETO WOE OBA X 
PML PEE k ( Mbt ZEA KR 
開 係 に ある を 示し 。 交 線 = オォ メー ター 
FEIC KV CHA eREtS BOI 


ao bo Co B | 
ZxF 4 9-464) 9.87A| 7-648 94°30" 
HfF 4 | 945 9-84 | 7-62 | 94°29 


に し て 12 分 子 を 含み , その 計算 比重 は 
p=4-66(ZrF 4), p=7:13(HIF4 う な り 。 
ABEL Coh te B EAA Y CZ. Krist., 
89, 477~480, 1934) C2548) 
3861, デ テ ルミ ナン ト の 結晶 皇 的 應 用 
Donnay, J D. H 
a ih (CC HE Determinant の 利用 せ そ 
5S tdlil— ih hI dS 3 WO HER oO 
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開 係 を 示す HERO HENGE IC PLD Sar | 


&, Determinant Hic kV, ICR oO 
zonal relations を 得る 事 を 示せ を り nm; 
Min, 19, 591~599, 1934) C 渡 邊 新 〕 
3862, Crystallographic groups を 
matrix 計算 に より て 導く 方 法 Seitz, F. 
Matrix 計 息 に ょ りほ で ぃ で Schonflies の 手 
順に 従 ひ crystallographic groups % 34 (+ 
Y_ 43 82 の macroscopic groups を 
U,i2% matrix FIC CHUL L, MoH 
に 14 fim translation group #24, 2% 
space-groups DOzB AC icp Fite BEL we L 
= Bec (ka AA AY space-groups を 形成 


に 
nig 


すべ き operator の 性 質 を matrix-algeb- | 
am Uy 3 DORR IC CHC DE | 


raic の 立場 より 
fin fi] space groups % 24/7 1) ((Z, Krist., 
88, 433~459, 1934) Cee) 


3863, 結晶 内 の mosaic structure に | 


っ いて Buckley, H. E. 
。 FEAGR bab S ps mosaic structure 
の 種々 の 型 に つき て 論 ぜ リ 。 Smekal & 
び Zwicky の mosaic Heimat eR SIC 
FE} ~ & VERVE HK, 


Darwin® % 


れ は 凌 品 表面 ょ より の X MRPOMRCE | 


れ ど る も , 種々 の 雲 湯 の 結果 に ょ れ ば moe 
saic FORE し 上 難 き を 示す 。 氏 は 更に 
mosaic fish Hin KBB OF A 
ky ##x 0, CZ. Krist, 89, 221~241, 
1934)〔 渡 邊 新 〕 
3864. MIME TY TIES Y Cts 
その 大 さ は 500 A 以下 の も の な る べし 
Buckey, H. E. 

反射 測 角 器 に Bee 使用 すれ ば , よ 
き 結 唱 看 より の 反射 に 美しき 干 小 締 を 見 


| も 及ぼ し C1) 


fSHSV, CHARM E VORHLD 
L¢ HARA ICME AR ZBI KH SHO 
FBC kLSEtoOnRS Lo 4 USM AH 
ad mosaic HOOK LT この 内 部 の 
反射 が その mosaic の 界面 より 來 る も の 
と 老 ふ れ ば , 入射 光 の 波長 と FYE L O 
開 係 まり mosaic OH fro KS SHEL 
得 べ Lo HG GRick nig,t+o KS 
(x 500 A 以下 の OR CR 
89, 410~415, 1934) 【〔 渡 邊 新 〕 

3865, gE molecular configura- 
tion & @EA{®% Buckley, H. E. 

閉 者 は 従来 KCLO3 oii * HEC RIE 
す dye-molecules に つき て 系 統 的 研究 を 
な し 座れ る が , 之 を 更に 100 MY Loy 
料 に つき て 研 完 し, fi KaSO ょ の 結 品 に 

pO EZ ¢ Bifida, KC1Og 
(cP (kz 011, KeSO4 IC Clz O10 7 Y 
(2) KCIOg, K2504 fifqvicid TC B tHe 
PE OAV fit SOsNa group の 存在 
な り , (8) SO3Na, OH 4 groups が 分 子 
中 に 於 て 占 む る 位置 に 伏 っ て 品 癌 に 将 す 
SE e Bict 等 々 の 事 辻 を AML 
Higelht D adsorption ¥ im LC, FRO ihe 
研究 の 方 法 に 及 ベ べり 。(Z.Krist., 88, 381 
~ALI, ,1934) EL 渡邊 新 〕 


3866, ERMICPIT SHEA 。 Es- 
kola, P. 
SEH UL ELRIAT IC DRT S PRA IRE 


(cB§s 2 W. Spring 及び Lea 等 の 働 力作 
Jick SRW, Tammann, Hedvall, Jan- 
der 筆 の 高温 に 於 け る 固体 間 の WEAK IC Ba 
+ 2 Harker の stress and anti-stress 


mineral, 及び Johnston 並び に Niggli の 


P 3288) Hb 
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を 諸 試 を 評論 し 主 と し て 如 歴 さ れ た る 岩 
石 に 就き て 次 の 如く 逃 べ た り 。 即ち 極 特 


LOY, Spring 及び Lea FoR 
SLL US lL SHRED FIC HS Cit Ef 
FE) > Be Pe MES TY TK UEGES SRO 
らん と 考 へ らち る れ ど る も , WHR E 溶液 に 
ょ る 再 結 品 の 結果 と を 了 万 別 す る 手段 な く 
叉 此 等 一 つの 現象 間 に る 何等 明 只 な る 相 
な BU Com, Géol. Finl,, 8, 
144~154, 1934) (448) 

3867, REBOBRABeST—RHBESR 
PRISE THES 

Ey LURE 2 AR A P< (RSE SE Zi BEM 
の 上 部 古生代 OF MA LAT SL9S 
y ARIS t UC ARAL 
ELC BEA ABB ROR 
EOD LAS SBA LPL YS AEE 
右 脈 に し て 著 LS TE AHIE & eB 
石化 作用 を 受け た る も の な り 。 黄 玉石 は 
時 に 後期 の 圭 水 溶液 の 影響 を 受け 黄 玉 石 
の 結晶 珍 を 明らか に 示せ る る も 溢 線 黄色 の 
SARL © tk AOR IKE Uo TARSAL 
OME ORM ICP te 3 We IE 
6 & =F pc Bh te XY SA Owe 
存 せ る を 見 , SEI BR IL PR eh EL Ic Be 
(SAITO D FE EfK IK AA EIRO FB 
ABR © EE RIC NG HEED 
SB Ty WEE FA A OS 1 AE RC BA cit 


BRISA OTA DA EO HEN OB OIC 
は あら ず し て 著者 の 場合 も A. Frenzel 氏 
OROM ( WA LY MBE OBE 
DURE BINT % OIC(IFEX SHPLBAG 
SLELPMISROMBEKREYS< 
か ら ず 。 Gwe, 41, 727~730, 1934) 

〔 待 場 

3868, LBRARKORUABStOR 
石 及び 板 漁 石 の Leuchtenbergite へ 
OB#IE Sato, S. 

BIE iN BEASTS IM ATO: WT ALT I BS 
ける leuchtenbergite (x }/HK43 ROW T= 
leuchtenbergite--:3f #4, forsterite-}} 7j= 
leuchtenbergite- 天理 岩 , 及び forsterite- 
antigorite-leuchtenbergite-e cz 4 と し て 
SAAB s PICK. FORE MT em 
Ant;sAtgo に LC, jo 71 ZU antigoritem Fy 
BAP ICVEAL 3 iE lig aoe kK UA 
れ た る Al AYAUKL © 次 代 作 用 に 依り 生 
成 そ られ し も の な り 。 antigorite 2 leuch- 
& OUR IC IS WB aE PES dE 
‘SPA & leuchtenbergite と の 間 に は 存在 
せ ず 。 (J. Shanghai-Sci. Inst. 1, 17~24 
1933) [河野 〕 


BASRA 


38693, LRM SSeSrF y vig 
AREBRA IHU CT 手越 義一 。 

iE AG WR BP ARSE ON 2a kD 西 約 800 
A XY HAVE IC 38 S [A] © WMT SHE 1 Ua Geter SE 
ROZ=FY) VHRR OMY 
RAMICK) CHPNRKESLOSV, 著 
AS EE O BRUCE A, EAR, RTE 
HEA PAS S RETR EG OB IK 


tenbergite 
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yb 


8% $b 33 (39) 


BLS CHER LILA ICE CRO AN CH 
aD DEAS C(t TORE IL UL BERR 
岩 質 集 塊 岩 な り LA BPA EA IC KU 
HE AG (Lk TRG a ICRU, RICE, 
WEALD RUE EE © MARTE & AE 
CMLERER a AY 1c BE FE REE & AIC HC It 
WAG kB REN (LE SSS CIEE 
Y S76 RE & L-C3¥ VY & Z blastophitic 
structure 中 の 長石 も 恐らく 上 中 時 小粒 の 集 
合体 と な り し も ゃ の と 考 へ ら る 基 後 草 潤 に 
富む 深 液 逃 入 し , チ タン 導 石 を ェ デ リン 
ttt UC 曹長 石 炊 で 方 解 石 を 品 出 
し 草 長 石 脈 の 生成 を 見 た り ェ デリ ン 化 の 
売 分 な る 所 は 交 石 を 変 代 する と 共に 更に 
BREESE (d= FV yORRERMENEY 
PSH IC (EPR TE © HET © JR) IK FR EHR & AE 
FECEZEVEV, HREGMHASAER 
AFL IR SES BEAR BRT AY 
TEE RIE L, TR 2 HME L, 再 結 品 も 


CAD 3 Bove bo (地質 41, 


3~787, 1934) (#2) 

3870, LAR BES ROSASHHA 
HB UE 

PRR ks PLAT IC Jag FS AGH Hh hs LAT 
BARBARA XL VEY, FF, BH 
DRAM ls, BIC WH © PIC a RR 
層 及 び 浮 石 砂層 介在 せり 。 浮 石 層 は 約 3 
m の 厚 さ を 有 LWA LIKED JE Eo 
LC REBUE & Hk~ Uo AR aD LVR 
het LP AEA 10 oO BABMIEM を 
研究 を る GLO MA SIA A 


Ae Mesh 


A ARB tC し て , 1 fit SPE 
SAU ROH T-ALL, 前 種 
D1 fi] Ott AA ATH lid 1. 3.2.4 な る 
alsbachose に 悦 せ り 。 AEA © HR IC 
し , 著者 は MEBBK Y 供給 せら れ た り 
と は 考 へ ~ BE» MGB UA te S 琉球 火 
ERO aE LRH BZ ICS BS 
岩石 存在 せ ず と UMS, 然るに 本 浮 石 は Ty 
州 南部 鹿児島 海 周 邊 地域 に 廣 大 な る 台地 
EERE SRA OF RUS BR 
Ai DF IK HEE RTD thw “CL C FAW L, 
BAG VL IZ & MS Te EAE © EL A Py IC RT AY 
に 同 源 な ら ず や と 推定 せり リ 。 之 を 供給 そ せ 
る 炎 山 は 九州 南部 より 更に 近 路 離 と 考 へ 
られ , RARME— BRICK RIE OARS 
VCS FG GE es POP SI FI Os 27 oS EO 
と し て 存在 せり と 言 ひ , 従 つ て WM 
AVL FREI Ge OD BERIT AR 75 ZEEE © aE 


| AAU BOM MH ICSERE LC REP AE k OU 


SER BM ICG HO CHE ( BARES BOT 
る さく, 雌 時 期 に 噴出 そる 浮 石 が 北大 東 
往 の 右 灰 岩上 に WL, 本 島 の 隆起 に 信 
y り 現在 の 如く 北大 東島 に 填 は れ し ゃ の な 
BX LEMRM~AKVS ME, 12, 788~ 
797, 1934) Cay EF) 


ae 


BM» 


| 3871, British Columbia }\] Shus- 


wap Terrane Oi#8(EAR Brock, 
B. B. 

(ETAT ARE I FLU SHERRIE ICAR4F te B flow 
cleavage を 示せ る Shuswap Terrane (i yp 
HM (LF LA OR EEA Te S Pil & WA fhe = 
れれ 居 た り 。 RSH PMR E BT 3 
に , 堆積 選 深 部 の 下 垣 層 中 に 花 油 岩間 の 


updoming に 依る 通常 の quaquaversal 
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拡 34(40) ib 
habit #4720, Kipeic BUCHOS | LOEV, BCMA A RRB ICIS 
ERD RH RO A> Bee (str | PHBL bir, pegmatite は 他 の 部 分 た に 於 て 
WV 6 MEO BAOB SICH CL PE HLAR | AHWR S CABS ICH CL BIRER Bt 


IWC UC, SHE LC 生ずる BBE 


に dilational (c LEV, FEO CHE RORY | 


DRL EAT o RES Kio WI BL 

FEO LAMOS SBC LAK 
D tine D GOES Jet LIC HELA, IC Spt 
o MRL Lc Z2ikdL, {EOC RIC BT HG 
向 に complementary OFEUS/E U, Biy 
の 方 位 を 生ずる に 逆 要 な る 横 の 起伏 を 生 
ずる な り 。 

AGW) (tH Hit A Shuswap) 及び その 上 
部 の 片岩 (Beltian) の 両者 に 適用 し 得 ら れ , 
rock flowage [tik OVEA Fo yielding は 

FAYE active thrust の 結果 に LTC, 
Wj 1c static と は Fike LXE Lo (J-Geol, 
42, 673~699, 19384) 河野 〕 

3872, Connecticut 州 Brookfield 附 
ROP Agar, W. M, 
Pe es SE LB Jy 

A- FRB EAP IC REA し , Proto- 
clastic AEREIC ERE S Do 1 HATES 
Bt Sith ABO ICN kA OUEA & 3 
HER te Uo PURE FIAPREREA A & tial し , 
ZRBAT ZIM SB eAe TY 
% 0 AE HWE  BEDIDEA (BE IC PA Het & 2 
AY ISB LD, RICZIC 注入 し て 之 と 
RHE し , FE MN Re RD OD 片 旋 岩 を 形成 
せり 。 之 と 僅か に 異な れる 成分 の 岩石 は 
Ae fii > Ca 成分 の 高き 片岩 に 作用 せる 
BEV 6 in BOREA LRM HBA 
を 件 ひ , Nikka © 7 i & Bhs, TG LC ae 
の 固 結 を る 後に VSR L, 岩 塊 を 硬く そ 


eT OWE AICI CH 


AREA V (Am, J. Sci., 
411, 1984) Cy Ey) 

3873, Borrowdale KU*REOME 
岩 Mitchell, G. H. 

Borrowdale 火山 系 の Je REIL 本 地域 に 
西 接 を そる 地域 に て 確立 せら れ た る も の に 
fit CB FAW US FER RCA eH 
Ze SLM Vo MEA PME te SIC 
従 ひ 次 の 如き 順序 な り ” 

上 部 安山岩 

LIL BORED aS 

Wrengill 21) 4 

Keutmere Wey ter oe 

Je DOE 

Harten Fell $2 )1) 4 

Froswick 凝灰岩 

Nan Bield 41) 4 


28, 400~ 


Haweswater Weel 4 


本 層 序 と Shap fifi > Skiddow Hi Ag #4 


| と の 開 係 は , 同 岩上 の HBB EOL 


ROK AW te Vo Borrowdale 米山 系 の 
項 部 は coniston AIR RIC LY PME 
CREY 530 HARURRE OVE tk 
Kentmere ic BE ZYoOL 同一 に UT, 

Haweswater ン ネ ルル より 探 集 せる 講 種 
岩石 禁 木 及び 潤 片 は 着 し き 匂 化 を 示さ ず 
structure (i PU Jy (C PES! ZY D L Be 
6% in ¢, Pre-Bala 及 ysDevoniang> 
WK MRO 5S MRL t A 
PRALEMID % Dip SX Lo cleavage (+ Hz 
盆 紀 の も ゃ も の な り 。 (CQ. J- Geol. 418~ 


1 oil 
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ok Pb 35(41) 


444, 1934) Cy Bp) 
3879, FY —ORBAW 


Ingerson, E. 


Stone, FB 


1929~1930 年 に 責 る 3 ヶ月 の 間 Stone 
(L-°9 4 KURA OMB E LCOTE 
MEU, PARE 35°30'~ 41°30" 間 に 於 ける チ 
DAC H OFF AIC HE 0, BBO A AY 
は 火山 観測 所 設置 の た め , チリ ー YD AC 
地域 に 於 ける 何れ の 火山 が 最も 適 営 
か を 選定 する に あり き 。 REO GH 
的 研究 は Stone 7 HEH LAK ICO & TC 
Ingerson Z&*F~ Vo 南 チ リー 諸 火 山 は 
Kee extains & BEBE VEN & UB Bre B BYLIC JBG 
EV Gg KER CHRO KAM ICIS 
べく も あら ね ど , Osomo 火山 は 8-560 me, 
Llaima, Villarica pig Jel] (x W& 1c DCH 
Yo HEIKIL concave a rs (APSE > (In 2 
Vo FY —O iATKOS 
HY CH (SHEA E tet VG MIKASA 
2 BI し 来 だ potentially に 活動 の も の あ 
り 。 前 世紀 中 活動 そる も の は 敷 火 山 に 訪 
ぎ ず 。 旋 鉄 に 存する 近世 順 火 は 大 部 分 短 
EAL IC し て 静 際 な る も の な り リ 。 

FIV KU Flt BB i SN a es 
— AE AER te Yo ILTRIR 7) BM 4 & 
時 し , FSET RRS AE kU alee th EL i HE 
RAST SPORAZILADLDOICR VS 
Calbuco Ja ilo eels HSE E LC HBA 
te (  REMRRE AT & 圭 要 有色 成分 と せり 。 
(Am, J. Sci, 28, 269~287, 1934) Cif) 


& BK 2 


3880, SHURPR OMA bie ep IIE CSchwarlz, 
G. M. 


ro 


ATT EY FE 2 SIDR APB AL AE IC WSF % 
TRAC BR % POE FIC BK LC, それ ら 
の Paragenetic order を 研究 せり 。 著 者 の 主 
と し て 取扱 へ る 太 物 は 自然 銅 , 流 銅 確 , MA 
SOR, FLEA, ESA, FETLAE TTR copper 
Pitch 等 に し て , 其他 之 等 の 成 生 に 開 係 あ 
& Sil 2 Tine He Ry Be HM > PR AE BE iy “HE IC BC 
HBS Y TORRE IC HU SH 
も 普通 の mineral sequence (x HE SPK= Ae 
§ip&-melaconite (copper pitch) FL 4 fc 

し て , Gee Sid Oe Ut AI 1S FL FE 1c BBE し , 之 
より も や くき 遅 れれ て 現 出 す 。 多 く の 鋼 硫化 
MATL Wa BETL FEAT I BE Ste Ek, 稀 に 
(LS DR IC BME ST SHLD VG aes 
普通 自然 銅 の 小 量 を 包含 する も の に し て 
自然 銅 は 赤銅 確 に 酸化 し , SCAR SoS HE 
1S FL4E BIC BES 9 FPR GUL ER 
より る も 形成 せら る ヽ いる, 鑑 ろ 普通 の 場合 
CABS 9 EE FL FE Hi ET AL te P 2 RB pe 
られ た る 第 に 生ずる る も, 時 に は 直接 硫化 
確 よ ょ り 形 成せ ら る ゝ こと こと も る あり て 一 般 に 
FLEA RAKE EEE FS 9 TAS MEE SRP 
(CBS THEW] BD 1c [AA し 難 き 場合 多く , 
24 らく copper pitch ore の 成分 の も の な 
る さ し 。 (Econ, Geol., 29, 55~75, 1934) 
Cr FD 

3881, ASHER RRHERER Vallentine, 
E. J., Flowerdew, A, H. 

ALTRI © 2M It BLL ATIC OV CO 
Aegis BEL SCL MAMEL tS dO 
に し て , ASEFLE YU fH SME ZE— 
定 容 積 に 換算 せ ざ る べから ず 。 然るに 試 
氏 孔 より 得 た る 試料 は 一 般 に 容積 の 増加 
BH た す も ゃ の に し て , RAM に 大 な る 


#D 36(42) yp 
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SORES HWS. SLOT VY ME OMA 
料 調査 に 用 ひら る FRIST, ASIETL 
の 容積 を 計量 する に 容積 法 と 重量 法 と あ 
り , 容積 法 に は 叉 直接 法 と 間接 法 と あれ 
© AE IS AES PU LAF S & BNE 
だ 多く , MIG ICIA Cid, FEO ADO HG he 
し た る も の に 就き て 一 定 容積 の 重量 を 計 
V, APRESS eH し て その 重 基 を 
見 て それ に 将 す る 容積 を 計上 する も の な 
り 。 然 れ ど も こと の 方 法 に て は 試料 を 乾燥 
し て 水分 を 除去 する 不便 が あり , WAM, 
こと の MAM S te S 補正 を 行 ひ 
CHS Alt, BES 低下 を し あめ 得る も 
の に し て , この Kiyk & hi LE S 結果 を 
見 る に , 作業 が 軽便 に し て , ERR IC IK & 
除去 LIME AE CLO A te SHEL 
eV iMRI IMR TS. BE TE, 種々 の 
BIC HSC HAF te Vo (Min. Mag., 51, 182 
~186, 193) Cir By) 

3882, Misouri }i] Wayne 地方 に 於 け 
SBKPEMR RISC Tarr, W. A, 
Bryan, J. J. 

Missouri 州 の 東南 部 地方 に は 多 敷 の 金 
BURKS VC, その うち に APB eS 
eSB HO MKS VC, この 附 
OSHA D BOM origin の 代表 的 の も 
の と UCU OPK KA & AEM VG Mt 
Se > Sh US BERN A MR oo ee & HAE 
層 ょ り 成 り , 火成岩 は 確 床 母 岩 た る TER 
41 (ih, rhyolite porphyry, 玄武 岩 , 生花 韻 
Be SV, thalt# U( SOMA & 5 
け , RUE TT HIER, HRA E & AE EF 
PORTER IC XU CRMETEN DS EIS 
CLWIC UC, 最初 の 溶液 は HE LCA 


英 , WEBLMIIIK % IK Ls HAH IS SE 
BE, HRB TT HEVE FE B HEU, 次 で , WRK IT 
Ak WS, 硫黄 , BER HY % MEU CE ER 
WEIR LEStORVS UbLOBIE 
用 は 弧 て 高温 に 於 て 行 は も たれ どる も, そ 
と に は 無 性 作 用 の 根 跡 を 見 ず 。 基 後 最後 

- 硫化 


は 


HEY DR 8 SNK AE > Ze UE ASTE AE eS BHC 
We CWROMK ENT %OLB~ 5 So 
(Econ, Geol., 29, 84~92, 19384) (ips PF) 


Laades, K. K. 


HIRE AT HK SADR & FURR t Colo- 
rado 州 の Chaffee 地方 に 在り て , (ER CHK 
SAKE UCR bb し 事 あ り 。 坪 
岩 は 石英 ) モン ゾン 岩 に Uc, HRM 
弧 密 斜 長石 並 に 正 長石 を 多量 に 含め り 。 

確 脈 を 形成 する 確 物 は 石英 , RE Ft 
雲母 , EEK SN Bs ACG IG Be ATE te Vg 
= OBR IL ARBRE IC kU CIB ee b 
LE SAMI LTC, COSHICEEA E 
BAER Sb = Lt, BK A eRe 
型 に 属す る こと を 示す も の に UT, PK 
AULA By ye AT SHE 
Ma FNC LC, BIC ZY 分 化 せ る ペ 
グマ タイ ト に 密接 な る 開 係 を も つも ゃ の と 
#~ 1 S_ (Econ. Geol, 29, 697~702, 
1934) Ci} BF) 

3884, BRE BAS AW IRT 
te 


AY 
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鉄 rb 37(43) 


Sy vy BRUNE BS RAP ks DWYER, b 
VY SR MOY yay, Ped bic Hs 
YX yF yy s VHS UB LRAT AEM S 
Rr,FEV LV — | VY Ph ~aeES 18 op 

分 , HERS 103 RE 10 分 , 北緯 RE 45 分 に 
ga 
上 及び 角 岩 等 の 中 生 代 , SAAC IC 属す る 成 
Ista BES 9 PAIK 1B (2 HL SE BE 

Ae iid 3 BEAT ARIE BG RAP BG 2 OB ih & 


JER ott BOmM < Kit SRE EA 
2 #8 ih BOD FT © BRE RS Et BE 


OBS BS ARGC RT AL AAR IB te D 
tees ae 2 形成 する に 反 L, AE fi za Jubak 
(SR 29 PAR AI et 地形 
DBETE IC — BEY 。 

DANS RIGA 2 NBS GBD fe = Ht WE 
{CIS BEBE AE id AMER L, 基 以 前 に 地 
PRRTICH CARI AEE IER Ic k UT 

る BRAK, MAO BARR If 
の 敵 線 に 沿 ひ て 上 昇 し 來 た り , 基 接 環 部 
OT ei 

変 代 し て 生 ぜ る PARE 3S FORE & 
BS~2k LOT VG 

BRR 2 ICTENR & OP CO BIA £ 
ADRK ED AOI Oo PATER IS BIA 
DES IPICAES SOR IC LU, IK 
Wes & AE BAe 7 BEAR OE or 1 
HHZ°.8OL MM CHAP ICME 
DIOLS VRAWK & (SPER HH 
HE ZOO WRATH LC KA S 
鐵 塊 層 に し て , 基本 源 た る ATED 一 
ER SBE oo HEHE te S UE ARIE & 5 7 

WIBBMYA し て 現 位 置 に 累積 せる も ゃ の を 去 
SoG Hild A RH EL し 其他 25~302 


DIR & BD Vo SEE 
BATHE BIT ROM Lo 

Fe 65-74, Mn ,0-180, SiO» 2-659, S 
0-014, P 0-050, Cu 0.006, C.W. 3-55, 
CAA SEE, 50, 909~921 昭 9,) Crp BR) 
3885, RBI t SSRBRAMARES 
Sif Glagolev, A. A, 

Moscow の Inst. of Economic Mineral- 
ogy に て 作れ る 一 種 の 題 微 鏡 積 入 装 置 に 
し て , ZERO Chitis HB-B Ae 
基 他 の 材料 の 成分 を 速 か に 定量 的 に 鑑定 
せら る 。 COR RSM PRB UT, 
分 析 す べき 材料 か ら 作 ba Oo bic & 
BORE IC DAL, 各 成 分 の 上 に 落 
BES MOMs 速 か に 勘 補 する も ゃ の に 
LC, この 方 法 の RAIL Bio Bric kK S 
も の に し て , 即ち 8=067 4 ACOV=A) | 
に て 遇 へ らち る 。 6 (dR LER LUBE 
DBA は 材料 に 含ま れ LUMA OWES 6 
例 へ ば 或 成 分 が 50 26, Bho Meas 1000 と 
すれ ば その 謀 差 は 約 12 と な る 。 こ の 方 
YEICK V CRS WUMELDE e RH LE OYE 
の 結果 を 表 に 示 UPA GRE DAT LEB HT 
と の 結果 を Wie Sd, 極め て 接近 せる 


D VSD D 


結果 を 示せ , (Eng. Min. J., 135, 339 
~400, 1984) Crp BF) 
3886, PARES A UY BAO unmix- 


ing Buerger, N. W. 

GEES C(I Lic SPARES MRIL Utah 州 
Bingham Canyon の 産 の も の に UC, AI 
RL, BW LV RCE IC BVES 
growth zone を 示 し , HSM O i & BA 
せり 。 試料 は 反射 題 微 鏡 に て 見 得る 様 研 
PRL, ZENA VID AMBTEPICA 


$f 38044) #> 
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TUBES LAH LC re SECC 2 BE |] ~~ 
FE SBE I< HE SEB IC RAE し に 
350°C jc 169 時 間 如 熱せ し 場合 に 始め て 
PSI HD > FRE] co [SMS Feed 1c BE S 
得度 に し て , 400°C 168 時 間 の 場合 に は 硫 
化 水素 の 生成 認め られ , HRN KR SD Te 
SAB ty JED LS] > PY RLS ED 1S OL HORN te B TL 
SN WB it ME Bes CHE し 基 大 き ミ 及び 敷 は 該 
PSAH LBD SICFEO CHD VS & 
(E DESIR 2 PSS OE & TB YAK & te し て 周 
be] 7 PY a Sry MBE CAME SY ZEAE IC C 
は 完 儲 な る quenching #473 LZ{RX VU LH 
め , WeSC 一 部 が 析出 し た る も の と 考 
へ ら る 。 LKBEWre SAMAR LEW) te 
SLOLY LMM L OPK E (EVD 
き 事 を 示せ り 。440°C163 星 間 の 場合 に は 
全く 不透明 と な り 表 面 を 反射 光 に て 檎 す 
SICH AMA © FCT WI ME te B ae & 
生 ぜ し が , こ は RDO BRA IC kV PY ei 
SDRC RD OBME LAK LI SH wte DA 
PCR IS EU BCS & PL mig a & o> fi] Ys 
KRU D> \ SPE E V BME unimix 
ing MEHEL EW LEV, COB 
於 ける unmixing temperature は 350°~ 
400°C om fAJIC¥E V&V, (Am. Min., 19, 
525-~530, 1934) 【『 待 場 〕 


Gh ii kK B 


3887, REAR SOSH A 
SPAS (ERPS MORIA Pa» TPE AP ii 
Whe ALT BS FE Be US TG sd I Au til sit 
FE, 撫順 産 の 油 頁 岩 に 就き て ACA RE 
行 ひ 其 信 出 物 の TOAD, ns OPE EL > BF 
究 を な し た り 。 其 飲 出 量 は 狭 西 産 7.332, 


1) PY pa 18-2026, 康 束 産 7.74~9.602%2, 九 
借 堂 産 10.172, 撫順 産 7.8122 に LC, 硫 
PALL LAE 163%, 35.8%, 29-9~ 
24-7%, 49-39%, 28-823 な りり 。 以 上 の 結果 
LU SLB IC ZEUS fil dee RO I A Bc 
LCE AED % DiL— MAIC Me QW a vy 
ih  Y < OBE wba 625 Biwih & Hele 
ら る ヽ ひ を 以 て 人 徹 量 は 12.500 Baw vice 
Ly SCHIP ED % Dit — WiC HEX 17 が アロ 
YO ft HU V0 < OAH RIK CT IL 760 BE 
Be vices Ztorv, 2Hhaeo 
AB RUF BO BELT Fi ERS LEDS te 
る も の な り 。 CRAB Ae, 24, 49~63 
1984) CAAT 


3888. ZAKEA RAS RGR, 
営 地方 の Wit Oe SO, RS , 


紀 , PARR ERC EA AHEAL, A SAC Be UO 
ATE ICE OU te Us TRE ete は 下 
TAMAR HEAL 2 BY) & wayaopu 含 炭 系 中 の 下 生 
Mic =SBMtbS. tore Vo wwe 
RL ZEO SKE 含 油 量 多き る も, 他 
の 二 層 は 何れ も 含 油 量 微少 に し て 綴 湾 前 
‘ilite ¥ bo Yo WME ea wayaopu 
BRAND 第 一 , 第 二 石 炭 層 中 の 間 に あ 
り , % o> Sey 1S US, FERRE, TERR I, AS 
RES, BRIE IC 於 て 認 ら る 。 芝 等 各地 
の 酒 頁岩 の 厚 さ は 所 に より て 異 に する る も 
Ki 6~8 米 の 厚 を 有 し , それ 等 の 含 油 量 
は 誠に よ ょ り て 著 し き 差異 を 示 し 平均 2 
IKE SS BOIS し て , WEEE, FE REI I< WS 
C 5% Hilt SAT LIP 1 KISSES B&O 
WELLS oat), CAB Ih Bae 
Wo 24, 338—-48, 1934) CAA 
3889, Blaine 層 中 の anhydrite と 


i 145 ib 


& 抄 3949) 


Fypsum と の 成因 Muir, J. L. 
Blaine jpprsyc (xi Medicine Lodge, Shi- 
mer 及び Lovedale の 3 つの gypsum & 
び anhydrite Ja as7f7eE L, #4 (4 Blaine 
(CREM S SIC ahs CZHEORARUS 
の 開 係 を 研究 せり 。 即ち この anhydrite, 
gypsum jc Hi & -C AYIA, BA RR Ye US BR 
BOCES FERRIC BAZE し 次 の 如く 推論 せ 
Yo =® anhydrite (speezichwk UC 
gypsum (c#tthws SABLA» jij % <O 
BIL IC IS C ARO FIM Aw TEE SLO 
な り リ 。 初め anhydrite 示 こ とこ D SE Mb D we be 
AKEE© if % FAB OFM % & IC BE 
れ , gypsum は anhydrite O}pK{(Eic & 
り て 地 素 近く に 成 生 せら れ た る も の な り リ 
(Ri Am, A_ Petrl. Geol.,, 18, 1297~ 
1312, 19384)( AAD 
3890, Kettleman Hill RH OBEY 
SESW Bromelette, M. N. 
Kettleman THD 油田 は 地表 及び 地下 地 
質 は 研究 せら る ゝ る も , 筆 者 は OIC 
ょ る 地層 上 敵 比 を な し た り 。 即ち 地球 の 資 
料 の あみ な ら ず , 撃 乾 よ ょ り 得 た る 400 oe 
BIC AL CHAZE Vo 資料 を 有 多 酸 に て 鹿 
理 し て 各 粒 子 に 分 離 し, 比重 85 以下 を 
畔 太 物 と し , それ 以上 の 比重 の も の を 重 
BIDET LEV, LER O i IC wk & 
て 詳細 に 研究 せる 結果 に ょ れ ば , DOL 
Wy DZ & Birr LXE © SF OL Poe & 
Hyd, HU & © Ie OLB Ge & Wicca し , H.2 
ttAi bk Y © Je BBA Re Be S eam IC 
SE LEV, ii LUCIE 600 feet m Byhiz 
OR (XSW Ze Nc WE CL ED BE O hie C 
不良 な る 事 を 確か むる 事 を 得 た リ 。 B. 


Am. A, Petrl. Geol,, 18, 1559~1576, 
1934) CAA 

3891, Esperson 油田 Goldston, W. 
LL.,:Stevens, G, D, 

Esperson yf H(t torsionebalancejc k 3 
CHILE tue S BA IC FPS. BOI 
UC, 1928 46 1c FE SL S fr, 1929 年 に は 酒 
Jee Ble SAO VS iy LC1LII4KCls 
43 J ASME BALA 35 井 の PE IE as BE 
Se BIRO UIE SE EE 
せる に 中 新 期 層 は 300~500* 上 昇 し . 蘭 新 
ert 500~800, yegna efit 2,500^ の 上 
HEE NT LOI TPES EFCC WWBO LE 
HOA LELOKRV, 之 等 各層 の 園 項 丘 
Hips DIAS fin he Ls TR PE BROT 2 EL 
部 は yegna fet x YH) 800 o> thi Phe NT B 
Mite Vo iy LC torsion-balance jc k 2 [A] 
TIE OTM IL yegna 層 の 項 部 に 一 致す る 
も の な り 。 AMI OH rp Boi 
新 期 居 よ り 産 出す る も の な リ 。 CB. Am. 
A, Petr], Geol, 18, 1632~1654, 1934) 

CAA 


PRA EY 


3892, Mulliite OFA Sawatari, M. 
HEC PALA A 7 4 PIC A HMOD 
FAC IC HE & PRR Las, ACHIC IA CIE TIO D 
及び Fe20s GA LHL OBR EF 
載 を り 。 試料 は 合成 せる も ゃ の を 分 離し 
化 幡 分 析 を 行 リ 。 そ の 結果 に ょ れ ば 燈 
融 物 中 に TiO。 と 同 量 の FesgOs を 加 ふ る 
も , 結 品 中 に FegO0s は は 殆 ん ど 燈 解 を そ ざ 
る と と を 知れ り 。 こ ね れ ら 試料 に 就き 属 折 
AU we 2 WE Vo TiIO2 含有 量 


抄 40¢46) 


It eee 
hood 
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OHA SIC BI ST, BARD 低 き 
は Fe203 の 含ま や さる に だ ご 了 因 る と 才 べ た 
Yo TiO2 及び Fesg0s の 載 加 と 共に 属 折 
A OP It 増加 Ly EB 大 と な 
WED, MBIT > 光 串 性 に 及ぼ す 影 
wi (tHe EBA Hie Vo TIO2 及び Fe,Og 
BRMOBZxXA 1 » & Hea bs ST 
AS, BURT RO Feith A HE CFA TS IC 
BSo PS Se MPAOBS Kit TE 
WET SC & AAD ARIK Hed He 
利 な り と 結論 せり リ 。 (Mem 
Engn., Inouye Comm, Vol., 41~47, 1934 
CHAS) 

3893, 紫外 線 に 調 す る 石英 の 屈折 率 
Drummond, D.'G. 

ARRUBL OMT YK 2 & He S 
GEER IC WS CHRIS OME OSE U 2% BR し が , 
ALT RED RAT AOR 4 IEE Te B 1c Mk 
FS SB % BSL Vg 赤外線 部 に 於 ける 石 
HE PFA (a Rubens; に 測定 に な る も の 
に し て , その 分 散 曲 線 は 連 綾 的 な ら ず 。 
著者 は 3b と 38pL oOMoORRE I Me 
A HED JR TAS AGUS DC, その 結果 3 
£ Chi CIC LCA BCL 
FNAL Vo RAFARIERBO Ml Lo 


Ryojun Coll. 


| ? n( Rubens) | n(Drummond) 
3-03 p 1-4987 1.4987 
3-18 1.4944 1-4947 
3-40, 1.4879 1.4885 
3.63 1-4799 1-4809 
3:80 1-4740 1.4746 

3-87 1-4715 1-4715 


(Nature, 134, 937, 1934) G¥AC) 


3894, =RKHPbO-SiOx Geller, 


R, F., Creamer, A. S., Bunting, E. N. 
著者 等 は 炊 に 苦 報 せる Ks20-PbO-SiO。 
系 の 研究 の 前 所 と LC, PbO-SiO。 系 中 
BAF I< ABE 72 EBT BMG % HEFE Vg 本 
系 に は 3 化合 物 4PbO:SiO。, 2 PbO.SiO。 
及び PO-SIOn HY, 4PbO-SIOg jc lt 
3 型 の BRS Y, 2 PbO.SiO と 共に K 
725° BUS 742°C IC PS CH RIB MR te TS 
2 PbO-SiOy » LAH Bhit 764°C te Y 。 PhO 
は 886°C |< HSC HABA し , 21 Mol. 23 SiO。 
以下 の 混合 物 に 於 て 初 相 と し て 品 出 す 
~ し 。4 PbO.SiO。 ~ 2 PbO:SiO2 間 の 芸 融 
Bilt 25 Mol, %SiOg jc fe-c 714°C, 3 Pb 
O-SiO 2 —PbO-SiOg fA] OAe BK SIE 40-5 
Mol. % ic HSC 716°C な り 。 最後 に Pb っ . 
Si0O2-SiO2 [A] oFeRA BK it 61 Mol.22 SiO。 
に し て 732°C ty, (Jour. Res. Bur, 
Stand,, 13, 237, 1934) GHAR) 
3854, 三成 分 系 K20-PhO-SiOo MH 
U. S. Bur, Stand. 

TR i PERRIS KAIF AKICIE Kg 0-2 Ph 
0.2 Si0g, K20.3 PbO-.6 Si0g 及び KoO 
PbO 4Si02 の 3 種 の 三 元 化 合 物 存 在 せ り 
1:2:2 化合 物 は 玉 角 板 駄 に 結 品 し FL 
MAGE Ic LC, w=1:98, e=170, 光 軸 は 
SODA IC HENLE VY 1:3: 6 化合 物 は 繊維 天 
又は 短冊 駄 に 結 品 し , REAR 1-69-~1-79 
VOGAL 光 軸 は 長 軸 に 一 致 せ り 。 
次 に 1:1:4 化合 物 は 長方形 の PK ze 
な LIMA EAS, その BPRS 1.59~ 
1-65 j= LOR B< mehPE Y, CH oS 
{ETON Fc BL 300°C まで の の 線 脱 
HR ORR AERA EWE LI S % DILRFO 
如 Lo 


8  41C47> 


a 147 yb 
K 20 : PbO bee é aes ] 
CS > SR 1:1:4 
BRAM | 0.4622 | 0.2872 | 0.2426 
軟化 温度 | 395°C | 46°C | 517°C 


(Jour. Franklin Inst., 218, 751, 1934) 
CH ACD 


B OR 
3896 BARILUFS RROD HTK 
BE—-o 


森 不 炭田 の 地理 的 分 布 は 北 名 好 , BAR | 


失 炭 田 を 最 北 端 と し 内 測 ょ り 及 能登 弓 に 
Hi & AL YRSH IC WSC IS RAL, TTA, AMA, 77 
Te, BP MTS EO iE AH Vs» 本 
NIC Bae AS, 宇部 , KRM OPI, I 
PIC DEY CSM, 三池 , Bilas, 唐津, 北松浦 
西彼杵 AGES BSH VY, WB IC St ALLE 
FH, 更に 台 海 に 台北 , Ber IN IK sar 3 Ab 
TAGE EH 7 Ug BNMEIS WSC UL EE MT SIE 1 Sit 
煙 炭 田 , 成 鏡 北道 , DST FLW DF ISAT Hie 
田 の 分 布 を 見 る も の な り リ 。 地質 的 に は 古 


7EAG EW SET VC 分布 性 吉本 代 ・ 


ISBT SB % oD (ck BANE re LH 2 Mb Fi re 
H PEE の も の は PRAGA 7 


FRYER TeV HS SSE AA HHI BS | 


BE OULD FE Biv et BY AE Ya Fe Poe 
田 な り 。 ALMATY, SIRE, HAE AE 
Tine, 及び 常磐, Pe ME RE (LRT ANE I< Ia 
TStORSW (> Heme PRM, F 
Ter (LM Te IE, PEPER @> 1b Bi re et 
(EP ARTE 7) SE SHAIL I< hg SY @ & Hee 
a At, AINA HIS BES S Hee Hl 
WTC CORE TO% OB Lo CA, 47, 
22~30, 1935) CAAT 


5897; AAPA TEAR. ZB. 

WH Os Et TTR, A, Sa 
ZEAE EAR Be BS = 40 OS et kV te V 
ALPS PK — ABA ICIBS SR OTE Vo 
DEM BEE HH (3 THESE o> PR] 100 Ht a> pe 4c 
あり , 石炭 層 ょ り 古 き Weick VC BE 


| At S MIDE Thy SRE UG Ze 


PENCIL 2S VY, LIL Yobs do, 
他 は 洛 結 性 を 有 有 + る る ゃ の に し て , LEO 
DR (L YEX 300m 泥 に , 92,820,000 ton 
YES 500 m 迄 に 144,000,000 ton te yg ae 
A ASL foe HI 1 PAISEBUR o> py 120 ho je ic aH 
U, BUA & PRE IC AAS te BY PHA tc 
Ws Cc BUHE te S RAH ETES.% OFT U, ZO 
BH Ke (x 300 MZ IK 16,000,000 ton と 推定 せ 
Bo 橋 頭 市 炭田 は 堅 城 の 西南 130 時 の 
Be IS Vs 前 者 と 同様 向 斜 村 造 地帯 な り 。 
TAILGATE (ChB L, WELZ 10-050,000 
ton #4 bSo CRAB, bh Ase ik, 24, 65 
~100, 19340 A A3 

3898, APIRBRB we. 

Fe BiH (L Fe BUM o> Pa AG IC Fit Ls 下部 
部 石炭 紀 , 市 部 石炭 紀 , PRA AK 
BC, 下部 三吉 紀 及 び 第 三 紀 層 より な 
る も の な り リ 。 APMIS MHC IC HL 
さ は 場所 に より て 異な る る も , PY 
38m な り 。 pHs FHSAA OVS 
HMRC UCHR E SS WYRE IC fet 
54, LEO Was (eo MH LC pak 
BIC HS Cis a _L Ble % BES 3% OTE Ve 
石炭 は AGREE IC 富み , BIE Dt @ 
it C-69-71, H-5-21, N-1-14, S-4.99, O- 
2-02, 灰分 16:9022 の 成分 を 有 LAW KE IL 
15,648-740 ton に 及ぶ も の な り 。 ell 


xO) 


抄 42(48) tea 
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Sri 30m 1c Syl et as Be 

Lit BA1OF AICO Wo yo eh e ILS 
en su Rew, 24, 101~132, 1934) 
CAA 


Ss 62 科 B 
3899, カリ ウム の 放射 能 levesy, G., 
Pahl. M, Tosemann, R. 
AVYVYAD 同 位 元素 の oy itt, nf Ae 
tk heavy fraction w je 9} het の 


elie & tr Lb VY 2 Ope SRE El fet 
HIPC KL SZEV(LMAMICL SHAY 
FEE Vo 次 に B 粒 子 の 放射 は カリ ウッ ウム 原 
FRM YY AWE A MTHKICBS otha 
リツ ム に 富む Norway 産 Biotite より カル 
yy an を 抽出 し Aston 氏 は 普通 の カル シ 
ツ ム と 了 万 別 せん と せ し が 不可 能 な りき 。 
然るに 著者 等 の 研究 に より 基 理 由 を 明 ら 
か に する を 得 た り 。 即ち カリ ウム の 放射 
HR 2 WIG NK EE & Wa) AEC A, 2 SR ZS B 粒 
FOI MM i 7 BS GBH BL~ Bo EAE 
PL, PYVAREVY ALES 
ム は 短命 に し て 安定 な る スカ ンジ ウム ぇ 同 
位 元 素 に な れる も ゃ の と 才 ら ふる を 至 営 と し 
Aston 氏 が カル シ ツ ム 同 位 元 素 を 検出 し 
ee 
a 粒子 の 放射 の 有 舞 を も 種々 研究 せ 

吾 定 的 結果 を 得 た り 。(Nature, 132, 
1934 う [ 待 場 〕 


カウ レシ リウ 


3900, Kharkov 及び Moscow に 於 | 


(FSSA) Kraskowski S. 
Kharkov 及び Moscow jc #8°C 1932 に 
PAW 2 S WIRE Mh FAR S 報告 


Y, Kharkov に て は Cretaceous format- 


| Tomah 


ion を 通じ て 約 550m の ボー リン ゲ を な 

て 測定 を 行 ひ た る が , こ の Cretaceous 
formation の 中 を 掘進 する 間 は 温度 は 除 
々 に 上 昇 そ る も , そ の 下部 に あ 
Wet ice > SP HAAS ae IC HE Vg 


る sand の 


| 叉 Moscow に 於 ける 綴 験 に よれ ば ボー 


J CE 
Dit te & 


SW UTR 2 BBE 
eae V (Beitr, z. angew. 


| Geophys. 4, 76~87, 1933)  (je™E33r) 


3901, AMICK SRRODS FYSAS 


AR a Ee, A HS 


FAMEIC IAD STR OF Fv SAAS 


CRW, “Zar Oo 測定 あり 。 著者 は 新 
| RICANS Sf OBER IC RE C IM Saher es 


KIO TC Ww 


SH 


Yo Wek ee eK 
14.0 マッ > へ, 小 湯 池 湿 泉 30.55 > マッ 
へ , (BWR 0.15 マッ へ , FP BK 159 
YN, MAIER 15.55 ~ 2 AN, AR 
KRS.15 マッ へ , Feb et 18.26 マッ へ に 
し て 上 旋 陳 兵 の 測定 値 央 び に 著者 の 測定 
fit & EE LBRO PLL, F ~ PAE 
OS AE fig 44 TF AAR IRE & eG S- B Ic, 
FEY WBA IED TEMA Be te AL & He 
Ge ES SB Me [AP NG OT Be SAM ic 
PLIES ( , RBONAEE Hi y る こと の Wh Ac 
期待 し 得 べ きも ゃ の な らん と 恩 護 せら ちる 。 
(FHP, 13, 186341372, 1934) C 待 場 
3902, 花 賠 岩 地域 と 玄武 岩 地 域 Iills. 
RS 
Kite UC HERA YOU RE, 
HCD CL oOKPHRIAERAEAD to 
CCHERE DSL CLUE ASO oO 
BUREAU PLS RMR—t SAO 
分 布 を 示せ る 原因 は 未だ 明 な ら ざ れ ど も 
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Bk Pb 43049) 


地球 の 冷却 に 営 り て , HEDHWFE に 固 結 花 
向 岩 質 の 薄膜 を 生じ , これ が PER 2S 
武 岩 質 の も の ヽ 上 に 浮 さる 時 代 に 営 り 
て , 表面 張力 に 似 た る が 如き 或 る カカ が 伺 
き て , FE fi aA © の 固 結 物 を 一 個所 に 集合 
せしめ て , 今日 の 大 陸 の 基礎 を な せる る も 
の な る べし と 。 MTCOM*Y H. Jeffreyo 
評論 せる 4 頁 ば か り の 短 次 附 加 せら る 。 
(Geol. Mag. 71, 275~276, 1934) (ye 387) 
3903, Induced radioactivity New- 
man F, H., Walke H. J. 

TORIC PEF BFE SZ SHEA 3 種 の 場 
BEEF, MS (QL ORKAG PET 
EGET SYA D7 pr シン を 放射 し て 
その 元素 が 山 辻 する 場合 (ca- 粒 子 を 放 
射 し て その 元素 が 崩 壌 する 場合 な り 。 凡 
tm AI は 

(ayBAL Ln 2A 

buS neal TO 

(c) p tao art? 
OM し て 生じ た り 。 こ と れ ら の 作用 の 中 
何れ が 生起 する か は 投射 そる 中 性 子 の 有 有 
する 勢力 の 差異 に より て 決定 する も の に 
Lt, とれ 等 は PEI BR BMICHED bio 
SHV, MEF PRatic kU CREF S hi 
位 元 素 PBL し て 消失 し , 叉 不安 定 な 
る 同位 元素 % 一 時 的 に 放射 能 を 現 し て 深 
KET Blk 

gAl (unstable), Si ** (Stable +," 
に 見 る が 如 Lo 

著者 等 の 提唱 す る Induced radioactivity 
ORIEN, P に 適 営 の 勢力 を 有する 
中 性 子 を 投射 する 時 は 


31 32 82 
(a) P +n~> P (unstable) ツ 9 S 
15 15 16 
> 
Tp 
3t 481 We = 
Cb) P set peL (unstable) +5, 
is Wt Ug 
we wee Tg 
.31 23 = 
s A ; 
3 3 a ee 1 Cunstab en) 
の 如き 作用 を 起す 。 こ の (a) (RCE 
FHS SDKs BjergeRu West- 
cottic k Y CHMS eV, Fermips Bik 
に Mg 及び Al ょ リ り Na? eA RE Le 
て 有 芝 等 の 作用 が 自然 界 に 生起 する こと を 
23 2 
SY, Wea), Na "+n つう Na 
b) Mg” Na to (one 
TS > Nas cep Cc ee 
n> Na “4, (Nature 134, 537, 1934) 
(高根 
3904, 楓 島 近 薄 に 於 ける 地殻 の 綱 動 に 就 
C HIRES 
噴火 前 C1891 う 及び 噴火 後 1914, 1919, 
1932 の 水準 測量 の 差 例 へ ば 次 の 如 Lo 


1891~ 1914~1914~ 

ee 1914| 1919] 1932 

mm mn mm 

24570HE HED 0-0) 0-0) 0-0 
2461( 伊 Be HY) — 86-0) 一 1-3) 14-1 
12467( 鹿 G3 ESD) —126-'7| 15-6 30-3 
247A AEB] — 623-2) 68-1] 349-9 
2479 7 ACD) —261-9] 9-4) 181-9 
2487 AL 村 う —209-4| —39-7| 73-7 
2500( 3 2k 村 う | — 102-6) —55-1) 134-9 
2510 166-0} —60-8) 60-5 


即ち 前 に 烈 し 《 Thee SMALE, そ 
DE UC WE LE SKBEMSX<(, 
著者 は それ ら に 開 し て 理論 的 考察 を 施 こ 
U5 CRASH 12, 471, 1934) 

CUE A) 


# 44050) pp 


be 444-150 


3905, Montana Jil] Gardiner 附近 の 
thrust fault Wilson, C, W. 
Gardiner thrust fault の 一 端 Cinnabar 
Mountain opi) k VC ZOU Brc Clk 
fault (t3$ =F OAC CML る) 始め て 
西南 方 National Park の Mount Evertsa 
YL GSM © Hb Bk & CCfault yt = OW BHIC TC 
叉 火山 の 下 に 際 る う 詳 細 に mapping を な 
し , そ の Hb ABABA ER & HAZE V fault 
plane は 北方 に ほ ヾ 35° (APS te L, = 
の 主要 thrust plane の 下方 に 同様 に 北方 
に 傾斜 そる 多く の 二 炊 的 “slicings あり 
と の fault plane に 接近 せる 所 に 存する 
dacite J び andesite porphyry の iutrusion 
と この fault ょ の 間 に は 成因 的 開 係 ある 
~Lo REV FA OMB ICH LK SEIC 
WC, =m fault plane ic #U Tc basaltic 
intrusion あり 更に その 後に 赤 こ の fault 
plane |CYYO Ci D wih & VC, gardie 
ner 附近 の travertine MPEK YER 3 
も の な らん 。 (Journ, Geol, 42, 646~ 
663, 1934) [渡邊 新 〕 
3906, Bismuth 結晶 内 に 於 ける Polc- 
nium の Segregation Focke, A. B. 
Po を 不純 物 と し て 含め る Bi の 巣 一 結 
上 品 に つい て Po OBI Hic KG SHURE 
を 敢 開 面 に 垂直 に 射出 せる «粒子 の num- 
ber distance relation に より て 研究 せり 。 
測定 は geiger counter に 依 れ り 。 小 量 の 
Po の 存在 する 時 は , Po は Bi Woh 


に segregate し , 全体 と し て は 種々 の 方 向 
に 規則 的 の spacing を 有 す , 即 (C111) KF 
行 な る 下面 に て は 平均 (0-54 土 0.03) k, 
CLID Ic Bp te 3 Fic Cle (0-9024.0-1) 
ぃ の spacing を 有 し , こ の 間隔 は Bi o¥¥ 
HD Wee RE, 又は 品 結 後 の A pee HH yc pL 
Beat bart, (Phys. Rev. 46, 623~ 
628, 1934) Cpa) 


SABBEE, BAPRREE KE 
IR EES ASCE (EEA II FHKE 
TEAM L し て Ai EL し て 3k pH 
BOK ICHBe DSL CLL 
れ yo 4, 

ML AN BED Bk (Ales Sa HE FE EE 1k WAN AE 
FAAS iEIC Ai Ly 石炭 の TEBE AIRF IK 
従事 そら る ゝ と と と な れ り 。 

COKMROKSICHS ZHROME 
を 深謝 し, 本誌 の 7 IC SRE 協力 を 
MCLHKKIKLOCMAG BO BRE 
WT Bo 

PRRBEERA ARATE 
FBR ii 2 7 PK KE BBO _b 
去る 2 月 2 日 溢 間 丸 に て 無事 横濱 浴 に 
We ABER DSL CLEVE 
は 今後 庶務 主任 と し て 再び 同 兵 を 類 は す 
ご と みな 0 


Brak 


FS Hie 


= fe 
HEE 


A A PR iy OR A 


本 全 & A 
Bk ith A mM ih 
VEE REG 高橋 純一 
鈴木 上 酔 伊藤 頁 市 
瀬戸 we BHEE 
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